
毛
利
氏
領
国
に
お
け
る
基
準
銭
と
流
通
銭

は
じ
め
に

一
　
大
内
氏
時
代
の
焦
幣
通
用
の
実
態

1
　
撰
銭
を
め
ぐ
る
諸
階
層
の
動
向

2
　
「
清
銭
」
　
の
性
格
と
大
内
氏
の
貨
幣
政
策

二
　
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
貨
幣
政
策

1
　
「
古
銭
」
・
「
当
料
」
　
と
「
和
利
」

2
　
基
準
窮
の
継
承
と
領
国
支
配
の
特
質

三
　
豊
臣
期
毛
利
氏
の
基
準
銭
創
出
と
そ
の
意
義

1
　
基
準
銭
「
鍛
」
　
と
惣
国
検
地

2
　
文
禄
期
年
貢
銭
納
の
一
形
態

-
備
中
国
神
島
年
貢
算
用
状
に
つ
い
て
ー

お
わ
り
に

本
　
多
　
博
　
之

は
　
じ
　
め
　
に

.

日
本
中
世
の
貨
幣
流
通
に
関
し
て
、
全
国
的
規
模
で
史
料
を
収
集
し
、
流
通
の
実

態
と
幕
府
や
大
名
権
力
の
政
策
を
体
系
化
し
た
業
績
に
小
薬
田
淳
氏
の
『
日
本
貨
幣

(
1
)

涜
通
史
』
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
引
用
史
料
の
豊
富
さ
と
明
確
な
論
理
構
成
と
に
よ
り
、

昭
和
五
年
の
初
版
刊
行
か
ら
す
で
に
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
で
も
な
お
、
依
然
と

し
て
高
い
価
値
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
し
か
し
反
面
、
巨
視
的
見
地
か
ら
の
総
括
的

な
著
述
の
た
め
、
特
定
地
域
に
お
け
る
貨
幣
流
通
や
そ
れ
に
対
す
る
大
名
権
力
を
含

め
た
諸
階
層
の
動
向
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
点
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
、
藤
木
久
志
氏
の
「
戦
国
期
の
『
撰

(

2

)

　

　

　

　

　

　

　

　

l

銭
』
問
題
と
在
地
の
動
向
」
が
あ
る
。
氏
は
、
貨
幣
の
問
題
を
(
大
名
権
力
)
対

人
地
下
)
と
い
っ
た
諸
階
層
関
係
の
対
立
の
な
か
で
捉
え
よ
う
と
さ
れ
、
特
に
撰
銭

令
を
中
心
に
貨
幣
政
策
の
変
遷
の
意
義
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
で
、
研
究
史
を
大
き

く
前
進
さ
せ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
論
の
展
開
に
お
い
て
、
大
内
氏
と
後
北
条
氏

と
い
う
権
力
編
成
の
う
え
で
質
的
に
差
違
が
認
め
ら
れ
る
二
大
名
の
政
策
を
発
展
段

階
的
に
捉
え
る
な
ど
、
な
お
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
て
本
稿
で
は
、
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
領

国
規
模
で
の
経
済
構
造
と
そ
の
史
的
展
開
を
解
明
す
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
毛
利

氏
の
貨
幣
政
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
た
だ
、
東
国
の
戦
国
大
名
や
大
内
氏
な

ど
と
比
べ
る
と
毛
利
氏
の
場
合
、
市
場
法
令
な
ど
経
済
政
策
に
関
す
る
史
料
が
あ
ま

り
豊
富
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
揆
銭
令
の
発
令
事
例
さ
え
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
藤
木
氏
が
戦
国
大
名
と
貨
幣
の
問
題
を
考
え
る
際
に
大
内
氏
と
後
北
条
氏

を
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
こ
の
点
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
何
に
目
を
向
け
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
戦
国
期
の
史
料
に
は
、
様
々
な
貨
幣
額
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、
有
名
寺
社
の
仏
神
事
料
や
段
銭
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
戦

国
大
名
の
領
国
支
配
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

額
の
数
値
そ
の
も
の
が
分
析
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

幣
制
や
量
制
な
ど
の
統
一
的
基
準
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
戦
国
期
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
数
値
や
単
位
を
軽
視
す
る
こ
と
は
、
大
名
権
力
の
領
国
支
配
を
正
確
に
理

解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
れ
は
、
戦
国
大
名
の
知
行
制
お
よ
び
軍
役

体
系
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
貫
高
制
の
評
価
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
領
国
内
に
存
在
す
る
様
々
な
数
値
の
実
態
を
知
り
、
大
名
権
力
が
そ
れ
に
ど

う
関
係
し
て
い
た
か
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
名
領
国
の
構
造
的
特
質
や
領
国
支

配
の
本
質
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
上
の
視
角
か
ら
、
貨
幣
の
種
類
と
そ
の
節
に
注
目
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
貨
幣
政
策
の
実
態
を
、
大
内
氏
の
事
例
を
ふ
ま
え

て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
領
国
支
配
の
特
質
に
迫
り
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
惣

国
検
地
実
施
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
い
。

註
用
　
刀
江
書
院
、
一
九
六
九
年
復
刊

回
　
『
歴
史
学
研
究
』
　
三
四
八
号
、
一
九
六
九
年
。
な
お
、
同
氏
『
戦
国
社
会
史

論
』
二
九
七
四
年
)
　
各
論
H
・
第
三
章
に
「
撰
銭
令
と
在
地
の
動
向
」
　
と
し

て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

、

一
大
内
氏
時
代
の
貨
幣
通
用
の
実
態

本
章
で
は
、
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
貨
幣
政
策
を
究
明
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
大

内
氏
時
代
に
お
け
る
貨
幣
通
用
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
撰
銭
を
め
ぐ
る
諸
階
層
の
動

向
と
「
活
銭
」
　
の
性
格
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

1
　
撰
銭
を
め
ぐ
る
諸
階
層
の
動
向

最
初
に
、
一
般
的
な
貨
幣
授
受
に
お
け
る
諸
階
層
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
安
芸

国
の
事
例
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
佐
西
郡
)

従
山
里
社
納
銭
事
、
末
進
過
分
云
為
思
料
之
条
、
上
使
被
差
上
可
被
成
御
下
知

(
興
康
)
　
　
　
　
　
(
隆
駐
)

之
由
、
重
々
言
上
之
問
、
以
小
方
対
馬
守
対
新
里
若
狭
守
堅
被
仰
出
侯
、
銭
等

事
者
、
当
時
通
世
銭
可
被
請
取
候
、
委
細
対
馬
守
申
含
候
、
於
其
面
諸
事
可
被

申
談
事
干
要
之
由
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
廿
三
日

(
小
原
)
(
堅
。
(
花
押
)

隆
輔
(
花
押
)

厳
島
社
家
三
方

(却)

山
里
納
銭
事
、
従
前
々
於
廿
日
市
材
木
以
下
令
活
脚
収
納
帳
処
、
社
家
衆
可
揆

請
取
之
由
、
堅
被
中
之
条
、
迷
惑
之
通
、
山
里
刀
祢
中
以
一
過
愁
訴
之
趣
、
新

里
若
狭
守
注
進
侯
、
於
当
国
諸
売
買
銭
並
者
可
遂
収
納
之
由
、
被
仰
付
候
、
接

待
其
心
可
披
講
取
候
、
猶
対
忠
勝
被
仰
山
候
、
但
相
違
之
儀
候
者
、
可
有
注
進

侯
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
廿
二
日

厳
島
社
家
三
方
中

へ

1

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

2

)

経
机
(
花
押
)

隆
言
(
花
押
)

右
の
両
文
書
は
、
天
文
年
間
に
厳
島
杜
頂
で
起
こ
っ
た
撲
銭
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ

い
て
、
大
内
氏
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
を
確
認
で
き
る
史
料
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
は
山
里
社
的
銭
の
末
進
が
多
く
、
し
か
も
「
悪
科
」
　
で
あ
る
と

度
々
言
上
し
て
き
た
厳
島
社
に
対
し
て
、
銭
が
「
当
時
通
世
銭
」
　
な
ら
ば
受
け
取
る

よ
う
大
内
氏
が
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
、
社
家
衆
に
よ
る
山
里
的
銭

の
「
探
訪
取
」
　
が
迷
惑
で
あ
る
と
い
う
山
里
刀
祢
中
ら
の
愁
訴
を
受
け
て
、
「
当
国

諸
売
買
銭
並
」
　
な
ら
ば
受
け
取
る
よ
う
大
内
氏
が
や
は
り
厳
島
社
に
通
達
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
二
点
の
史
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
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第
一
に
、
佐
西
郡
の
山
里
刀
祢
ら
は
「
材
木
以
下
」
の
品
物
を
同
郡
の
中
心
的
な

市
町
で
あ
る
廿
日
市
で
売
却
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
貨
幣
(
「
当
時
通
世
銭
」
・

・
「
当
円
請
売
賃
銭
」
)
を
杜
納
銭
に
充
て
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し

て
は
、
天
文
十
九
年
二
五
五
〇
)
十
月
十
六
口
付
朋
守
一
房
現
代
飯
田
秋
次
山
里
納

銭
請
取
状
が
あ
り
、
絵
績
五
斑
文
の
杜
約
銭
の
う
ち
二
賞
文
が
「
新
銭
」
　
で
、
残
り

(

鵡

慮

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

J

)

三
賞
文
が
「
聖
金
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
に
、
厳
島
社
家
衆
は
社
納
銭

と
し
て
約
人
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
貸
幣
を
選
別
(
刊
撲
銭
)
し
.
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

第
三
に
、
大
内
氏
は
何
よ
り
も
円
滑
な
賃
幣
流
通
を
優
先
さ
せ
、
厳
島
社
の
撲
銭
を

停
止
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
流
通
す
る
売
買
l
銭
で
の
社
納
銭
の
受
け
取
り
を
命
じ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
大
内
氏
は
、
領
主
厳
島
杜
と
山
里
刀
祢
と
の
問
で
生
じ
た
社
納
銭
の

撰
銭
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
、
公
権
力
を
握
る
立
場
か
ら
調
停
を
お
こ
な
い
、
厳

島
社
側
の
撰
銭
行
為
の
停
止
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
「
大
内
氏
掟
害
」
　
の
撰
銭
関
係

'
ち
ひ
ら
め

法
令
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
悪
銭
(
さ
か
ひ
銭
・
洪
武
・
打
平
)
以
外
の
貨
幣
使
用
は

T
こ

基
本
的
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
大
内
氏
の
貸
櫓
政
策
は
、
領
国
内
で
の
円
滑
な
貨
幣

流
通
を
優
先
と
し
た
撰
銭
禁
止
を
そ
の
基
調
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
以
上
は
、
一
般
的
な
貨
幣
流
通
に
対
す
る
領
域
公
権
と
し
て
の
姿
勢
を
示
す

事
例
で
あ
っ
た
が
、
次
に
大
内
氏
が
み
ず
か
ら
取
得
す
る
貨
幣
、
つ
ま
り
大
名
財
政

に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、
藤
木
氏
も
検
討
さ
れ
た
豊
前
国
の
事
例
で
確
認
し
た
い
。

(
5
)

永
正
十
三
年
(
一
五
一
六
)
　
八
月
十
二
日
付
杉
興
亜
奉
書
案
で
は
、
段
銭
収
納
に

つ
い
て
の
大
内
氏
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
は
、
「
於
御
段
銭
者
、
如
前
々
、

以
撲
銭
可
令
収
納
旨
、
対
上
毛
・
下
毛
両
郡
、
以
前
堅
固
被
仰
山
侯
、
於
干
今
者
、

彼
御
奉
書
可
下
著
侯
故
、
以
右
趣
、
当
郡
之
事
堅
可
被
究
済
之
由
、
能
々
可
申
渡
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
段
銭
に
つ
い
て
上
毛
・
下
毛
両
郡
同
様
、
「
撰
銭
」
に
よ
る
精
銭

収
納
を
宇
佐
郡
代
佐
田
大
膳
亮
に
指
令
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
豊
前

国
で
は
、
少
な
く
と
も
宇
佐
・
上
毛
・
下
毛
郡
な
ど
の
広
い
地
域
に
お
い
て
、
段
銭

の
精
銭
収
納
が
は
か
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
大
内
氏
は
ど
う
し
て
精
銭
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
豊
前
国

で
は
、
藤
木
氏
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
御
預
銭
」
と
呼
ば
れ
る
大

(
6
)

内
氏
に
よ
る
公
金
貸
付
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
返
済
の
際
に
は
段
銭
と
同
様
の
撰

銭
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
特
に
、
永
正
十
二
年
(
一
五
一

五
二
二
月
七
日
付
佐
田
泰
景
・
供
使
示
現
連
署
書
状
で
は
、
「
御
預
銭
」
の
返
済
に

つ
い
て
「
殊
皆
以
可
為
撰
銭
侯
、
芸
・
.
石
・
土
佐
之
材
木
可
被
買
下
御
用
侯
」
と
あ

(
7
)る
。
す
な
わ
ち
、
安
芸
・
石
見
・
土
佐
三
国
の
材
木
を
購
入
す
る
た
め
に
精
銭
が
必

要
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
遠
隔
地
で
の
物
資
購
入
の
点
で
精
銭
が
重
要
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
精
銭
の
必
要
性
を
こ
の
こ
と
に
限
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
精
銭
需
要
の
一
つ
に
遠
隔
地
交
易
が
あ
っ
た
事
実
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
段
銭
な
ど
大
名
財
政
に
直
接
関
わ
る
貨
幣
と
一
般

流
通
貨
幣
と
で
は
、
大
名
権
力
の
対
応
に
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
政
策
面
に
も
現
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
文
明
十
七
年
(
一

(

8

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

売

甘

〇

四
八
五
)
の
大
内
氏
の
撰
銭
令
に
見
ら
れ
る
「
段
銭
」
と
「
鱒
銭
井
は
い
く
銭
」

で
の
精
銭
・
悪
銭
混
用
率
の
違
い
を
具
体
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た

【
9
-

内
容
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
豊
前
国
の
事
例
を
ふ
ま
え
な
が
ら
い
ま
一
度
、
安
芸
国
の
事
例
で
撰

銭
を
め
ぐ
る
諸
階
層
の
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

大
名
権
力
で
あ
る
大
内
氏
は
、
段
銭
な
ど
直
接
手
許
に
入
る
貨
幣
に
つ
い
て
は
豊

前
国
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
清
拭
納
を
強
く
望
む
一
方
、
一
般
的
な
貨
幣
授
受
に
つ
い

て
は
特
に
規
定
を
設
け
ず
、
む
し
ろ
流
通
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
に
撰
銭
を
禁

止
し
た
。
ま
た
、
厳
島
社
は
、
や
は
り
一
つ
の
領
主
権
力
と
し
て
精
銭
で
の
年
貢
銭

納
入
を
要
求
し
た
が
、
こ
れ
は
大
内
氏
の
精
銭
需
要
の
一
つ
に
遠
隔
地
交
易
が
あ
っ

た
こ
と
を
想
い
起
こ
せ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
厳
島
社
は
地
域
経
済

圏
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
い
範
囲
で
の
、
た
と
え
ば
瀬
戸
内
海
沿
岸
諸
国
や
畿
内
中
央

な
ど
と
の
交
易
が
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
経
済
圏
に
の

み
生
活
基
盤
を
持
つ
山
里
刀
祢
ら
に
と
っ
て
、
必
要
貨
幣
は
「
当
時
通
世
銭
」
　
や

「
当
国
諸
売
買
銭
」
で
十
分
で
あ
り
、
厳
島
社
が
杜
納
銭
を
選
別
す
る
こ
と
に
は
極

力
反
対
し
、
そ
の
生
活
防
衛
の
た
め
の
訴
訟
を
「
国
」
支
配
権
を
握
る
大
名
権
力
に

対
し
て
お
こ
な
い
、
問
題
解
決
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
大
内
氏
領
国
で
は
、
大
内
氏
も
含
め
て
領
主
階
級
が
精
銭
獲
得
に
積

)13(



極
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
般
流
通
銭
で
充
足
さ
れ
て
い
る
地
下
百
姓
と
の
間
に
階
級

的
対
立
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
内
氏
と
し
て
は
、
大
名
財
政
の
見
地

か
ら
精
銭
が
必
要
な
反
面
、
領
国
支
配
の
見
地
か
ら
は
領
国
内
に
お
け
る
円
滑
な
貨

幣
流
通
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
地
下
百
姓
の
主
張

と
一
致
し
、
そ
の
結
果
撰
銭
禁
止
の
発
令
が
な
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

(
1
0
)
る
。

2
　
「
清
銭
」
　
の
性
格
と
大
内
氏
の
貨
幣
政
策

本
節
で
は
、
大
内
氏
も
含
め
て
領
主
階
級
が
積
極
的
に
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
た

精
銭
に
注
目
し
、
「
清
銭
」
　
(
額
)
　
の
持
つ
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時

の
貨
幣
通
用
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

大
内
氏
支
配
下
の
豊
前
国
の
史
料
に
は
、
「
清
銭
」
　
や
「
並
銭
」
な
ど
の
貨
幣
表

示
を
持
つ
も
の
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
特
に
「
清
銭
」
表
示
の
場
合
、
そ
れ

が
流
通
貨
幣
と
し
て
の
「
活
銭
」
　
お
よ
び
そ
の
額
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

送
進
秩
料
物
事

合
弐
貫
文
老
並
銭

右
、
為
下
官
仮
殿
我
料
物
、
所
送
進
加
的
孫
三
郎

(
一
五
一
四
)

永
正
十
一
年
十
一
月
十
日
　
　
　
　
　
　
親
種
(
花
押
)

且
請
取
申
侯
下
官
御
仮
殿
皆
造
活
我
料
物
事

合
五
百
文
老
醜
甥

右
、
為
　
下
宮
御
仮
殿
皆
追
放
料
物
、
従
赤
尾
孫
三
郎
方
請
取
申
侯
、
相
残
分

□
惣
奉
行
支
[
日
日
]
別
[
]
重
而
八
貫
五
百
文
分
可
請
御
下
行
侯
、
仇
為
後

(
1
1
)

右
の
両
文
書
は
、
永
正
十
一
年
二
五
一
四
)
十
一
月
十
日
付
の
宇
佐
八
幡
宮
の

神
事
料
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
佐
郡
の
段
銭
奉
行
で
あ
る
赤
尾
孫

三
郎
親
種
が
宇
佐
八
幡
宮
の
社
家
(
番
長
大
夫
)
　
で
あ
る
永
弘
重
幸
に
対
し
て
「
下

官
御
仮
殿
皆
造
秩
料
物
」
を
送
進
し
た
内
容
で
、
送
状
と
請
取
状
案
と
が
一
緒
に
残

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
じ
名
称
の
料
物
が
送
状
で

は
「
合
弐
貫
文
老
並
銭
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
請
取
状
案
で
は
「
合
五
百
文
老
錯
銭
」

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
清
銭
五
百
文
と
あ
る
も
の
が
実
際
に
は
並
銭
二
貰

文
で
勘
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
宇
佐
八
幡
宮
の
神
事
料

関
係
の
史
料
に
見
ら
れ
る
「
活
銭
」
表
示
は
必
ず
し
も
「
清
銭
」
そ
の
も
の
の
積
を

示
す
の
で
は
な
く
、
一
種
の
基
準
額
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
一
定
の

比
価
の
も
と
に
「
並
銭
」
　
で
の
相
当
積
が
勘
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
「
活
銭
」
(
績
)
　
の
性
格
を
更
に
具
体
化
す
る
た
め
に
、
在
地

レ
ベ
ル
の
事
例
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

豊
前
国
上
毛
郡
緒
方
荘
の
土
豪
で
あ
る
緒
方
右
京
進
は
、
天
文
年
間
に
多
く
の
所

餌
(
下
作
職
)
を
集
積
す
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
数
多
く
の
売
券
(
波
状
)

(
1
2
)

と
そ
の
集
積
結
果
を
示
す
左
の
よ
う
な
知
行
坪
付
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
前
略
)

八
ト
リ
町
一
ミ
五
段
　
宇
佐
宮
渡
績
、
段
銭
反
別
八
拾
文
充
、

(所)

定
銭
反
別
四
拾
文
充
納
之
、
…
…
…
…
・
…
…
…
…
‥
例

(
中
略
)

笠
木一
ミ
弐
段
　
宇
佐
宮
日
之
限
内
、
反
銭
段
別
八
拾
文
充
、

)23(

定
銭
五
拾
文
充
、

ロ
請
取
状
、
如
件
、

永
正
十
一
等
一
月
十
日

赤
尾
孫
三
郎
殿

番
長
大
夫
重
幸

貞
田一
ミ
弐
段
　
宇
佐
光
隆
寺
頂
、
段
銭
右
同
之
、

定
銭
五
拾
弐
文
也
、

五
久一
ミ
壱
反
廿
五
代
　
宇
佐
浄
光
坊
領
、
反
銭
右
同
之
、

定
銭
八
拾
文
也
、

(
中
略
)

ウ



己
上

右
、
為
　
上
覧
坪
付
加
件
、

天
寵
撃
蜜
月
十
八
日

右
の
坪
付
は
、
多
く
の
売
券
を
整
理
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
個
々
の
坪
付
項

口
と
そ
れ
に
対
応
す
る
個
々
の
売
券
.
の
双
方
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
興
味
あ
る

事
実
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
用
の
筒
状
に
対
応
す
る
売
券
で
は
諾
役
規
定
と
し
て
「
加
地
子
事
、

(1.J)

壱
段
別
清
料
五
拾
文
充
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
桝
の
箇
状
に
対
応
す
る
も
の
で
は

(

マ

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

1

4

)

「
納
所
事
、
賀
地
子
清
料
八
拾
文
」
と
あ
る
よ
う
に
、
坪
付
に
見
え
る
「
定
銭
」
と

は
「
加
地
子
」
　
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
街
は
「
活
料
(
清
銭
)
」
額
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
段
銭
に
つ
い
て
も
他
の
史
料
か
ら
こ
の
坪
付
の
数
値

(
段
別
八
十
文
)
は
当
時
の
豊
前
国
で
は
か
な
り
一
般
的
(
「
郡
並
」
)
な
「
活
料
」

(
1
5
)

額
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
坪
付
の
表
示
貨
幣

頂
は
す
べ
て
「
清
料
(
清
銭
)
」
額
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
何
の
項
目
に
対
応
す
る
売
券
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
天
文
廿

二
年
二
五
五
三
)
正
月
廿
七
日
付
の
市
丸
氏
種
の
緒
方
右
京
進
に
対
す
る
「
合
伍

段
定
八
取
町
」
の
下
作
職
波
状
に
よ
る
と
、
「
済
物
従
往
古
加
地
並
銭
反
別
百
文
通

(
1
6
)

単
之
在
所
也
」
　
と
い
う
文
言
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、

「
活
料
」
反
別
四
拾
文
と
い
う
加
地
子
額
表
示
を
持
ち
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
並
銭
」

反
別
百
文
で
の
収
納
が
従
来
の
慣
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
豊
前
国
の
宇
佐
八
幡
宮
に
関
す
る
神
事
料
と
下
作
職
の
史
料
か
ら
当
該
期

に
お
け
る
貨
幣
通
用
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
活
銭
」
表
示
額

は
必
ず
し
も
「
清
銭
」
そ
の
も
の
の
貨
幣
額
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
活
銭
」

額
は
基
準
貨
幣
額
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
種
々
の
比
価
の
も
と
に
算

出
さ
れ
た
「
並
銭
」
　
に
よ
る
相
当
額
が
通
用
額
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
事
実
は
、
撰
銭
を
め
ぐ
る
諸
階
層
の
動
向
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
基
準
額
と
し
て
の
「
清
銭
」
額
が
成
立
し
た
背
景
に

は
、
「
清
銭
」
が
種
々
の
貨
幣
の
う
ち
で
基
本
貨
幣
(
基
準
銭
)
　
の
性
格
を
持
ち
あ

わ
せ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
領
主
階
級
に
よ
る
積
極
的
な
精
銭
獲
得
要
求
の
存
在

が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
節
で
見
た
領
主
階
級
の
精
銭
要
求
と

そ
れ
に
対
す
る
地
下
百
姓
の
抵
抗
の
関
係
が
こ
の
「
活
銭
」
基
準
-
「
並
銭
」
使
用

の
貨
幣
通
用
の
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、

「
清
銭
」
額
基
準
は
領
主
階
級
の
精
銭
要
求
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
定
の
比
価
に
も
と
づ
く
「
並
銭
」
使
用
は
地
下
の
抵
抗
に
よ
る
両
者
間
の
妥
協
の

産
物
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
充
に
安
芸
国
の
事
例
で

見
た
「
当
時
通
世
銭
」
と
「
当
国
諸
売
買
銭
」
は
こ
の
豊
前
国
に
お
け
る
「
並
銭
」

と
同
次
元
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
貨
幣
に
対
す
る
大
内
氏
の
姿
勢
を
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

宇
佐
八
幡
宮
の
大
々
工
を
つ
と
め
る
小
山
田
氏
は
、
郡
代
も
し
く
は
段
銭
奉
行
な
ど

を
通
じ
て
大
内
氏
か
ら
作
事
料
や
柚
始
祝
物
の
勘
渡
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の

(
1
7
)

料
物
は
す
べ
て
「
活
銭
」
額
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
、
氷
二
年
(
一
五
二

二
)
三
月
付
宇
佐
宮
作
事
方
掟
雪
案
に
よ
を
と
、
「
二
諸
祝
物
等
国
並
銭
を
以
、

(
1
8
)

員
数
に
を
ひ
て
ハ
先
儀
の
こ
と
く
可
下
行
事
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
清
銭
」
額

の
基
準
額
と
し
て
の
性
格
と
「
国
並
銭
」
　
の
使
用
を
こ
こ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
大
内
氏
は
、
段
銭
や
御
預
銭
な
ど
大
名
財
政
に
直
接
関
与
す
る

取
得
貨
幣
に
つ
い
て
は
精
銭
納
を
強
く
義
務
づ
け
な
が
ら
も
、
神
事
料
・
作
事
料
な

ど
勘
渡
(
下
行
)
貨
幣
に
つ
い
て
は
「
清
銭
」
基
準
-
「
並
銭
」
使
用
と
い
っ
た
在

地
慣
行
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き

た
神
事
料
や
作
事
料
は
段
銭
も
含
め
て
、
種
目
ご
と
に
定
額
化
す
る
傾
向
が
う
か
が

(
1
9
)

わ
れ
、
そ
の
い
わ
ば
固
定
的
な
「
清
銭
」
筋
が
大
内
氏
の
貨
幣
収
納
・
勘
渡
の
際
の

基
準
額
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
内
氏
支
配
下
の
豊
前
国
の
史
料
に
頻
出
す
る
「
清

銭
」
衝
は
必
ず
し
も
「
清
銭
」
そ
の
も
の
の
額
を
示
す
の
で
は
な
く
、
基
準
銭
た
る

「
清
銭
」
　
で
見
積
も
ら
れ
た
特
定
料
物
の
基
準
貨
幣
額
で
あ
り
、
実
際
に
は
多
く
の

場
合
、
「
並
銭
」
　
で
の
相
当
額
が
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た

実
態
は
、
揆
銭
を
め
ぐ
る
(
領
主
)
対
(
地
下
)
の
対
立
関
係
を
反
映
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、
撰
銭
禁
止
を
貨
幣
政
策
の
一
つ
の
柱
と
す
る
大
内
氏
が
、
下
行
貨
幣
に
は

)33(



「
並
銭
」
を
使
用
し
な
が
ら
取
得
貨
幣
で
撰
銭
を
指
令
し
た
の
も
、
精
銭
獲
得
と
い

ぅ
ま
さ
に
当
該
期
に
お
け
る
領
主
的
本
質
を
露
呈
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

註
川
　
「
厳
島
野
坂
文
書
」
七
八
・
一
〇
六
号
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編

H
』
所
収
)

聞
　
「
小
原
安
芸
守
隆
言
」
が
大
内
氏
奉
行
人
と
し
て
登
場
す
る
初
見
は
天
文
十

七
年
十
二
月
二
日
で
あ
り
、
「
龍
崎
加
賀
守
隆
輔
」
　
の
終
兄
は
天
文
十
九
年
間

五
月
廿
七
日
で
あ
る
(
田
村
哲
夫
氏
「
守
護
大
名
『
大
内
家
奉
行
衆
』
」

(
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
五
号
)
参
照
)
。

回
　
「
野
坂
文
書
」
　
二
七
三
号
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
m
』
所
収
)

聞
　
「
大
内
氏
掟
書
」
(
『
中
世
法
制
史
料
集
　
第
三
巻
　
武
家
家
法
I
』
所
収
)

文
明
十
七
・
延
徳
四
・
明
応
五
・
永
正
十
五
年
令

囚
　
「
永
弘
文
書
」
一
六
五
三
号
(
『
大
分
県
史
料
』
所
収
)

困
　
藤
木
氏
前
掲
論
文

聞
　
「
永
弘
文
書
」
一
六
〇
九
号

回
　
文
明
十
七
年
令
(
六
一
・
六
二
条
)

回
　
小
薬
田
淳
氏
前
掲
書
な
ら
び
に
藤
木
氏
前
掲
論
文

的
　
撰
銭
禁
止
に
よ
る
貨
幣
流
通
の
促
進
は
、
大
名
権
力
の
精
銭
獲
得
に
と
っ
て

も
効
果
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
佐
西
郡
山
里
地
方
は
大
内
氏
の
安
芸
国
支
配
に

と
っ
て
重
要
な
国
境
地
域
で
あ
り
、
天
文
年
間
の
揆
銭
禁
止
令
は
単
に
経
済
的

な
も
の
だ
け
で
な
く
、
山
里
刀
祢
衆
の
掌
超
と
い
う
点
で
多
分
に
政
治
的
な
意

味
あ
い
を
も
含
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

囲
　
「
小
山
田
文
書
」
　
(
『
大
分
県
史
料
』
所
収
)

的
　
「
小
山
田
文
書
」
一
一
〇
号

㈹
　
た
と
え
ば
、
冬
大
祭
料
三
貫
文
や
作
事
料
人
別
百
文
な
ど
(
「
永
弘
文
書
」
・

「
小
山
田
文
書
」
　
)
。

二
　
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
貨
幣
政
策

本
章
で
は
、
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
貨
幣
政
策
の
実
態
を
表
示
貨
幣
額
の
数
値
に
注

目
し
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
領
国
支
配
の
特
質
に
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
惣
国

検
地
実
施
の
歴
史
的
前
提
に
つ
い
て
究
明
し
た
い
。

1
　
「
古
銭
」
・
「
当
料
」
と
「
和
利
」

戦
国
大
名
毛
利
氏
の
関
係
史
料
に
は
、
し
ば
し
ば
「
古
銭
」
な
る
も
の
が
登
場
す

る
。
従
来
、
こ
の
「
古
銭
」
　
に
つ
い
て
は
、
東
国
の
永
楽
銭
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
良

(
1
)

質
の
精
銭
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
実
体
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
毛
利
氏
の
貨
幣
政
策
を
解
明
す
る
手
始
め

と
し
て
、
最
初
に
こ
の
「
古
銭
」
　
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
「
国
」
支
配
権
を
握
る
大
名
権
力
が
そ
の
責
務
と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
有
名
寺
社
の
仏
神
事
料
の
事
例
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。

)封(

囲的的
.
ノ
ー
T

.
q
ゾ㈹

「
永
弘
文
書
」

「
緒
方
文
書
」

「
緒
方
文
書
」

「
緒
方
文
書
」

「
永
弘
文
害
」

「
緒
方
文
書
」

一
六
〇
〇
・
一
六
・
〇
一
号
.

二
五
号
(
『
大
分
県
史
料
』
所
収
)

二
一
号

二
二
号

二
〇
九
二
・
二
一
〇
六
号

一
九
号

二
月
会
脇
頭
三
頭
役
次
第
注
文

辛

未

　

　

　

　

　

　

三

鼠

筑
前
那
珂
郡
慧
　
筑
前
上
座
郡

壬

申

　

　

　

　

　

　

　

縛

周
防
大
畠
郡
胃
　
　
周
防
都
濃
郡

(
中
略
)
己
上

二
月
会
脇
頭
弐
拾
貫
文
三
頭
拾
貰
文
事
、

任
此
注
文
之
旨
、
国
々
御
代
官
能
田

数
分
際
、
致
催
促
年
内
可
有
寺
納
之
、
若
十
二
月
過
老
可
為
一
倍
沙
汰
之
、
次

至
此
間
懲
仕
在
所
著
、
一
廻
之
問
可
被
閣
之
、
仇
所
定
如
件
、

〓
H
五
〇
)

宝
徳
二
年
二
月
十
三
日

徳
松
丸



盛
安

(
内
藤
)道
行
宗
国

(
内
藤
)有
貞
弘
直

(
花
押
)

(
花
押
)

(
花
押
)

(
花
押
)

(
花
押
)

(
Z
)

こ
の
文
書
は
、
大
内
氏
の
氏
寺
で
あ
る
周
防
国
興
隆
寺
の
.
二
月
会
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
二
月
会
の
大
頭
役
は
個
人
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
が
、
脇
頭
役
二
二
頭
役

の
場
合
は
、
史
料
の
よ
う
に
大
内
氏
頂
国
(
周
防
・
長
門
・
豊
前
・
筑
前
)
内
の
郡

単
位
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
大
内
氏
時
代
に
は
国
々
の
代
官
が
田
数
分

際
に
催
促
し
て
年
内
納
入
の
指
令
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
特
に
、
協
頭
役
・

三
頭
役
の
負
担
料
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
貫
文
と
十
貰
文
で
あ
っ
.
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

(
3
)

れ
を
念
頭
に
次
の
史
料
を
見
た
い
。

来
年
　
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
脇
頭
役
之
事
、
相
当
周
防
国
都
濃
郡
畢
者
、

如
先
例
彼
料
物
廿
貿
文
古
銭
事
、
当
年
中
可
寺
納
之
旨
、
可
被
致
催
由
慎
也
、

の
間
、
こ
の
額
の
持
つ
価
値
は
ま
っ
た
く
変
化
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、

単
に
物
価
変
動
を
想
定
す
る
だ
け
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
え
る
は
ず
は
な
い
。

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
廿
貫
文
古
銭
」
と
「
拾
貫
文
古
銭
」
と
は
、
実
体
を
伴
っ

た
貨
幣
額
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の
納
入
額
で
は
な
く
、

一
定
の
納
入
基
準
額
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
解
答
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
、

長
門
国
の
二
宮
で
あ
る
忌
宮
神
社
の
事
例
が
あ
る
。
当
社
で
は
、
年
一
度
の
大
祭
が

八
月
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
た
軌
の
負
担
を
特
に
「
正
分
役
」
と
称
し
た
が
、
役
の

負
担
者
で
あ
る
「
正
分
役
衆
」
　
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
者
た
ち
が
祭
祀
料
を
送
進
し

て
い
る
。

囚
御
正
分
大
般
若
経
御
戸
田
料
清
料
弐
十
疋
分
、
当
料
八
百
文
送
進
候
、
為
御
心

得
候
、
(
趣
封
頂
一
百
、

八
月
廿
五
日

二
宮
大
宮
司
殿
御
宿
所

宥
範
(
花
押
)

)53(

佃
執
達
如
件
、
(
一
五
九
〓

天
正
十
九
年
二
月
十
三
日

都
濃
郡弘
中
木
工
助
殿

御
手
洗
又
右
衛
門
尉
殿

三
浦
兵
控
岬
冗
(
花
押
)

平
右
街
門
尉
(
花
押
)

天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
、
時
の
権
力
は
す
で
に
大
内
氏
か
ら
毛
利
氏
に
移
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
「
廿
貫
文
古
銭
」
と
い
う
協
頭
役
納
入
指
令
が
山
口

在
番
三
浦
元
忠
(
代
)
　
を
通
し
て
担
当
郡
で
あ
る
都
濃
郡
の
郡
司
に
下
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
頭
役
に
つ
い
て
も
「
拾
貫
文
古
銭
」
と
し
て
豊
西
郡
の
郡
司

(
・
t
)

に
指
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
同
様
の
史
料
で
確
認
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
宝
徳
二
年
(
一
四
五
〇
)
　
か
ら
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
　
ま
で
の

約
一
四
〇
年
間
、
役
料
の
餌
は
少
し
も
変
化
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ

㈲
御
正
分
御
祈
癖
大
般
若
経
御
戸
開
料
古
銭
弐
十
疋
分
、
当
料
百
疋
送
進
侯
、
可

有
御
請
取
侯
、
恐
々
謹
言
、

九
月
廿
五
日

二
宮
大
宮
司
殿
御
宿
所

宥
印
(
花
押
)

国
明
日
十
二
御
祈
躊
大
般
若
経
御
戸
開
料
古
銭
弐
十
疋
分
社
納
候
、
倦
可
被
成
御

請
取
侯
、
猶
奉
期
参
宮
之
時
候
、
恐
怪
謹
言
、

八
月
十
一
日

二
宮
大
官
司
殿
参
人
々
御
中

尊
信
(
花
押
)

個
明
後
日
如
法
経
令
奉
納
焼
付
、
御
戸
開
料
壱
貫
弐
百
文
送
進
之
侯
、
猶
令
期
其

節
供
、
賢
謹
言
、

三
月
三
日

修
禅
寺
実
敏
(
花
押
)



二
宮
大
宮
司
殿

(
5
)

右
の
一
連
の
文
書
の
う
ち
刷
は
、
二
宮
の
神
宮
寺
僧
侶
宥
範
が
忌
官
神
社
に
対
し
、

「
御
正
分
大
般
若
経
御
戸
開
料
」
と
し
て
「
活
料
弐
十
疋
分
、
当
料
八
百
文
」
を
送

進
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
回
は
、
宥
範
の
次
の
代
の
住
持
職
で
あ
る
宥
印
が
、
天

(
6
)

正
年
間
と
推
測
さ
れ
る
こ
ろ
、
や
は
り
同
じ
名
目
で
「
古
銭
弐
十
疋
分
、
当
料
百
疋

(
=
一
貫
文
)
」
を
送
進
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
国
で
も
、
宥
印
の
次
の
代

(
7
)

の
住
持
職
で
あ
る
尊
信
が
、
慶
長
年
間
に
や
は
り
同
じ
名
目
で
「
古
銭
弐
十
疋
分
」

を
、
し
か
も
当
該
期
の
肋
の
史
料
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ば
、
一
貫
二
百
文
を
送
進
し

(
8
)

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
長
門
回
忌
官
神
社
に
お
け
る
「
御
戸
開
料
」
　
は
、
「
活
料
」

も
し
く
は
「
古
銭
」
　
で
二
十
疋
(
二
百
文
)
、
こ
れ
は
少
し
も
変
化
せ
ず
に
、
「
当

料
」
な
る
も
の
が
時
代
と
上
も
l
に
八
百
文
1
百
疋
(
一
貫
文
)
1
一
軍
一
百
文
と
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
当
時
に
お
い
て
も
古
銭
と
い
う

ま
さ
に
古
い
貨
幣
が
実
体
を
伴
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
一
定
の
価
値
を
持
っ
て
通
用

(
g
)

し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
古
銭
」
　
は
そ
れ
ら
と
は
異

な
り
、
仏
神
事
料
の
一
定
の
基
準
筋
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
当
料
」
　
と
は
そ

の
時
点
で
の
通
用
貨
幣
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
貨
幣
で
の
相
当
額
を
示
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
想
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
大
内
氏
時
代
に
豊
前
国
で
見
ら
れ
た
「
清
銭
」

額
基
準
-
「
並
銭
」
使
用
と
い
う
貨
幣
通
用
の
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
「
清

銭
」
額
は
基
準
銭
た
る
「
清
銭
」
　
に
よ
っ
て
見
積
も
ら
れ
た
基
準
貨
幣
額
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
毛
利
氏
時
代
の
「
古
銭
」
と
は
そ
う
し
た
「
活
銭
」
額
が
そ

の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
継
承
基
準
額
で
あ
り
、
「
当
料
」
　
と
は
「
並
銭
」
　
な
ど
の
系

譜
を
引
く
普
通
貨
幣
で
の
相
当
街
を
意
味
し
、
し
か
も
貨
幣
価
値
の
変
化
に
伴
っ
て

(
1
0
)

そ
の
額
が
変
動
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
推
測
の
正
否
を
確
か
め
る
た
め
に
、
更
に
具
体
的
に
「
古
銭
」
　
と

「
当
料
」
　
の
関
係
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
毛
利
氏
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た

い
。

そ
も
そ
も
防
長
両
国
の
有
名
寺
社
は
、
「
国
」
　
の
寺
社
と
し
て
「
国
」
支
配
権
を

握
る
大
名
権
力
と
仏
神
事
料
勘
渡
(
下
行
)
　
を
通
し
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
が
、

周
防
国
松
崎
天
満
宮
(
現
防
府
天
満
宮
)
・
の
場
合
も
「
手
日
記
」
　
に
よ
る
天
満
宮
側

の
祭
祀
必
要
経
費
の
請
求
に
対
し
、
毛
利
氏
が
山
口
奉
行
な
ら
び
に
佐
波
郡
司
を
通

し
て
段
銭
の
内
か
ら
勘
渡
(
下
行
)
　
す
る
形
で
関
わ
っ
て
い
た
。

E

手
日
記

一
当
十
月
会
御
代
官
御
人
鉢
依
仰
可
存
其
旨
事
、

(幣)

〇
一
同
御
弊
料
百
疋
清
料
御
下
行
事
、

一
同
御
連
歌
料
百
疋
清
料
茶
十
袋
御
下
行
事
、

〇
一
同
御
神
楽
料
壱
貫
弐
百
文
活
料
御
下
行
事
、

一
同
御
湯
立
科
拾
弐
貫
文
当
料
御
下
行
事
、

一
同
御
輿
二
駄
今
度
大
風
仁
破
損
侯
、
当
料
弐
百
疋
被
仰
付
侯
老
再
興
可
仕
由

申
事
、

一
同
宮
司
大
宮
司
渡
之
時
、
乗
馬
弐
疋
毎
年
被
仰
付
侯
、
去
年
老
市
川
方
被
申

)63(

付
事
、

己
上

右
御
下
行
物
注
文
如
件
、

二
五
五
九
)

永
禄
弐
年
九
月
廿
日

赤
河
源
左
街
門
尉
殿

松
崎
大
専
坊等
瑜
(
花
押
)

酌
佐
波
郡
御
段
銭
米
話
方
之
事

合

一
三
石
三
斗
　
車
塚
妙
見
二
月
十
三
日
御
祭
上
様
御
祈
扁
御
湯
立
入
R
日
米
也
、

一
弐
石
四
斗
　
同
御
神
事
御
供
米
也
、

〇
二
官
貫
文
　
古
銭
　
但
四
貫
文
当
料
之
御
幣
料

分
米
弐
石
四
斗
　
質
別
六
斗
宛

〇
一
壱
貫
弐
百
文
　
古
銭
　
十
月
十
三
日
御
神
楽
銭
也
、
但
四
貫
八
百
文
当
料
也
、

分
米
弐
石
八
斗
弐
升
　
貫
別
六
斗
宛



〓
官
斗
　
十
月
十
五
日
脚
祭
礼
随
兵
御
祓
米
也
、

以
上
拾
壱
石
弐
升
定

右
為
毎
年
社
遣
方
請
取
所
如
件

二
五
八
と
)

天
正
十
五十
月
十
四
口

羽
仁
次
良
右
街
門
尉
殴

群
治
部
大
夫好
備
(
花
押
)

し

{
〓
-

㈲
・
田
の
両
文
書
は
、
ほ
ぼ
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
○
印
を
付
し
た

箇
条
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
国
の
「
御
幣
料
壽
清
料
」
と
「
御
神
楽
料
壱

拝
弐
百
文
清
科
」
は
、
l
F
l
で
も
「
古
銭
」
積
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か

ら
「
清
料
」
=
「
古
銭
」
　
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
判
明
す
る
。

そ
れ
で
は
、
「
清
料
」
　
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
見
よ
う
。
.
国
に
は
「
清
料
」
が
も

(
一
丁
文
)

う
一
つ
あ
る
。
二
つ
の
○
印
に
は
さ
ま
れ
た
「
御
連
歌
料
百
疋
」
　
が
そ
れ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
清
料
」
　
と
し
て
確
認
さ
れ
る
も
の
は
御
幣
料
百
疋
と
御
連
歌
料
百
疋
、

そ
し
て
御
神
楽
料
壱
貫
弐
百
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
大
内
氏
時
代
の
も

(
1
2
)

の
で
あ
る
次
の
史
料
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

請
取
申
料
足
事

合
璋
貫
弐
百
文
者

(幣)

右
為
十
月
会
御
弊
料
百
疋
井
御
神
楽
料
壱
貫
弐
百
文
同
御
連
歌
料
百
疋
御
宿
御

祝
言
料
百
疋
、
以
上
韓
貫
弐
百
文
事
、
毎
年
御
下
行
銭
、
従
御
政
所
方
請
取
申

所
如
件
、
二
五
五
二
)

天
文
廿
壱
年
十
月
四
日

政
所
殿

松
崎
大
専
坊祐雄
(
花
押
)

以
上
か
ら
、
天
満
宮
の
十
月
会
神
事
料
は
、
す
で
に
大
内
氏
時
代
に
大
内
氏
と
天

満
宮
と
の
問
で
一
定
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
毛
利
氏
時
代
に
は
「
活
料
」
あ
る
い

は
「
古
銭
」
　
と
し
て
そ
の
積
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た

の
で
あ
る
。
永
禄
二
年
の
手
日
記
で
は
」
　
「
清
料
」
　
の
ほ
か
に
「
当
料
」
記
載
の
神

事
料
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
以
前
、
つ
ま
り
大
内
氏
時
代
に
は
無
く
、
新
た
に

設
定
さ
れ
た
神
事
料
で
あ
っ
て
、
永
禄
二
年
当
時
の
価
格
で
見
積
も
ら
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
神
事
料
の
請
求
で
あ
っ
て
も
、
「
清
料
」
　
の
数

値
と
「
当
料
」
　
の
数
値
の
持
つ
意
味
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
′
国
の
よ
う
に
「
活
料
」

や
「
当
料
」
を
そ
れ
ぞ
れ
註
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
回
で
は
「
古
銭
」
額
が
一
様
に
「
当
料
」
換
算
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

大
内
氏
時
代
の
価
格
が
毛
利
氏
時
代
の
天
正
十
五
年
に
は
四
倍
の
額
に
算
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
の
「
古
銭
」
　
か
ら
「
当
料
」
　
へ
の
換
算
の
問

題
、
更
に
は
毛
利
氏
の
そ
れ
へ
の
関
与
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

松
崎
天
満
宮
定
灯
料
井
十
月
御
神
事
御
輿
厳
科
之
請
分
注
文

合

一
六
貫
文
　
古
銭
也
　
定
灯
料
也

参
拾
六
貫
文
　
六
和
利
銭
也

一
弐
貫
弐
百
五
十
文
　
古
銭
也
　
御
輿
か
さ
り
料
也

九
貫
文
　
　
　
四
バ
リ
銭
也

八
貫
弐
百
五
十
文
　
　
古
銭
也

以
上

四
拾
五
貫
文
　
　
　
　
当
料
也

右
請
料
、
毎
年
佐
波
郡
以
御
反
銭
之
内
、
御
勘
渡
之
前
、
注
文
如
件
、

)73(

す
な
わ
ち
、
天
文
廿
一
年
(
一
五
五
二
)
　
に
松
崎
大
専
坊
(
天
満
宮
別
当
)
　
が
山

(
1
3
)

口
政
所
(
大
内
氏
)
　
か
ら
受
け
取
っ
た
神
事
料
四
貫
二
百
文
の
う
ち
、
実
に
三
貫
二

百
文
ま
で
が
、
三
つ
の
「
活
料
」
　
と
額
の
う
え
で
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

二
五
七
〇
)

永
禄
十
三九
月
十
一
日

市
川
殿

乗
琳
坊

空
恵
(
花
押
)

(
1
4
)

こ
の
文
書
は
、
や
は
り
松
崎
天
満
宮
に
お
け
る
定
灯
料
と
十
月
神
事
の
御
輿
か
さ

り
料
に
つ
い
て
、
そ
の
換
算
内
容
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
定
灯
料
は



「
六
貫
文
　
古
銭
」
を
六
倍
に
、
御
輿
か
さ
り
料
は
「
弐
貫
弐
百
五
十
文
　
古
銭
」

を
四
倍
に
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
て
、
そ
の
合
計
額
四
十
五
貫
文
を
「
当
料
」
　
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
際
に
、
六
倍
と
四
倍
の
換
算
率
で
計
算
し
た
額
を
「
六

和
利
銭
」
・
「
四
バ
リ
銭
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
事
実
か
ら
「
古
銭
」
街
の
「
当

料
」
額
へ
の
換
算
率
を
特
に
「
和
利
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

(
1
5
)
る
。た
だ
問
題
は
、
ど
う
し
て
「
当
料
」
が
「
古
銭
」
　
の
六
倍
に
な
っ
た
り
、
四
倍
に

な
っ
た
り
す
る
の
か
と
い
う
換
算
率
「
和
利
」
　
の
一
定
し
な
い
理
由
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
「
和
利
」
　
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

そ
も
そ
も
貨
幣
価
値
と
い
う
も
の
は
、
流
通
貨
幣
量
の
増
減
や
諸
物
価
の
変
動
を

反
映
し
て
刻
々
と
変
化
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
神
事
料
も
本

来
は
、
そ
の
時
々
の
物
価
な
ど
に
規
定
さ
れ
て
、
そ
の
筋
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
そ
の
筋
が
設
定
さ
れ
、
「
古
銭
」
額
と
し
て

継
承
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
固
定
基
準
額
に
対
す
る
現
行
通
用
貨
幣
で
の
相
当
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
整
値
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、
「
和
利
」

と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
換
算
率
「
和
利
」
　
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
特
に
銭

の
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
当
然
銭
を
渡
す
側
と
受
け
取
る
側
と
の
問
に
は
こ
の
「
和

利
」
を
め
ぐ
る
紛
争
が
勃
発
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
事
実
、
そ
う
し
た

事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

御
判

松
崎
天
満
宮
定
灯
料
乏
事
、
近
年
以
四
和
利
之
勘
合
被
相
渡
侯
由
太
以
不
可
然

侯
、
所
詮
如
前
々
以
六
和
利
之
算
用
、
対
乗
琳
坊
可
有
勘
渡
之
由
侯
、
猶
於
自

余
之
坊
中
老
、
以
六
和
利
有
勘
渡
之
由
候
、
右
同
前
被
仰
付
通
侯
問
、
可
被
得

其
意
之
由
可
申
旨
候
、
恐
々
謹
言
、

二
五
六
五
)

永
禄
八
年六
月
三
日

粟
昌
郭
竃
判

〝
.
H
営
㌦

国
司
右
辞
同

恵
心

国
司
雅
楽
允
殿

井
上
善
兵
衛
殿

黒
川
三
河
守
殿

(
1
5
)

す
な
わ
ち
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
永
禄
八
年
に
松
崎
天
満
宮
(
乗
琳
坊
)
　
は
、

「
四
和
利
」
計
算
で
実
施
さ
れ
て
い
る
近
年
の
定
灯
料
勘
渡
を
不
服
と
し
て
毛
利
氏

に
訴
え
、
毛
利
氏
も
そ
れ
を
認
め
て
、
以
前
と
同
様
の
「
六
和
利
」
計
算
で
の
勘
渡

を
山
口
奉
行
に
指
合
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
程
の
永
禄
十
三
年
の
定
灯

料
が
「
四
和
利
」
　
で
は
な
く
「
六
和
利
」
換
算
で
な
さ
れ
て
い
た
の
は
、
大
名
権
力

に
よ
る
政
治
決
着
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
う
な
る
と
多
分
に
政
治
的

色
彩
を
帯
び
た
数
値
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
長
門
国
忌
官
神
社
で
も
同
様
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
永
禄

十
二
年
(
一
五
六
九
)
　
に
神
社
側
が
「
四
和
利
」
計
算
で
の
正
分
役
納
入
に
不
満
を

抱
い
て
毛
利
氏
に
訴
え
た
結
果
、
以
前
と
同
様
「
六
和
利
」
　
の
換
算
率
が
適
用
さ
れ

(
1
7
)

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
重
要
な
こ
と
は
、
毛
利
氏
の
命
令
内
容
に
「
所

詮
、
以
公
銭
並
、
従
当
年
六
和
利
分
二
可
被
請
取
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
六
和
利
」

と
い
う
換
算
率
基
準
に
「
以
公
銭
並
」
　
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
名
権
力
が
直
接
関
与
す
る
銭
、
た
と
え
ば
段

(
1
8
)

銭
な
ど
の
換
算
率
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
「
古
銭
」
積
に
対

す
る
通
用
貨
幣
で
の
、
い
わ
ば
公
定
換
算
率
の
存
在
も
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
防
長
両
国
に
お
け
る
有
名
寺
社
の
仏
神
事
料
は
、
す
で
に
大
内
氏
時

代
に
そ
の
街
が
設
定
さ
れ
て
お
午
毛
利
氏
時
代
に
は
紅
承
さ
れ
た
そ
の
固
定
基
準

額
「
古
銭
」
　
の
も
と
、
貨
幣
価
値
の
変
化
に
応
じ
た
換
算
率
「
和
利
」
　
に
よ
っ
て
算

定
さ
れ
る
通
用
貨
幣
で
の
相
当
額
「
当
料
」
が
実
際
の
勘
渡
・
納
入
積
と
し
て
存
在

(
1
9
)

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
権
力
を
握
る
毛
利
氏
と
し
て
は
、
そ
の
換
算
率

を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
た
際
に
、
最
終
決
定
を
下
す
公
儀
と
し
て
の
立
場
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

)霊(



2
　
基
準
街
の
継
承
と
領
国
支
配
の
特
質

木
節
で
は
、
大
内
氏
時
代
に
精
銭
収
納
が
は
か
ら
れ
て
い
た
段
銭
を
取
り
上
げ
、

仏
神
事
料
同
様
に
そ
の
筋
の
持
つ
歴
史
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
他
の
一

般
事
例
も
ふ
ま
え
て
毛
利
氏
の
貸
酪
政
策
と
領
国
支
配
の
特
質
に
つ
い
て
究
明
し
た

ヽ

　

0

.

.
V

(
じ
椚
■
元
)

(
花
押
)

大
明
神
御
灯
明
料
西
条
之
内
守
護
段
銭
参
拾
弐
貫
文
之
事
、
如
前
々
被
成
御
寄

進
快
、
任
先
例
可
致
勘
渡
候
、
以
此
旨
御
祈
念
可
為
肝
要
候
、

仇
状
如
件
、

二
五
七
二
)

元
亀
三
二
月
廿
六
日

(
粟
屋
)
(
翫
瀾
(
花
押
)

(
誌
頂
(
花
押
)

(
蝕
頂
(
花
押
)

元
良
(
花
押
)

(
国
司
)元
武
(
花
押
)

文

一
九
十
六
貫
目
南
京
　
西
条
反
銭
夜
灯
料
事

l

(

防

)

　

(

玖

珂

餌

)

　

　

　

　

　

　

　

(

滑

)

一
五
十
貫
目
　
坊
州
山
代
藤
谷
之
内
惣
大
夫
名
清
良
名

以
上

(
一
五
六
三
)

永
禄
六
年
八
月
十
一
日
　
　
棚
守
修
理
大
夫
房
顕
(
花
押
)

(
元
行
)

棚
守
長
松
丸
殿
参

(
2
)

こ
の
文
書
は
、
永
禄
六
年
(
一
五
六
三
)
　
に
棚
守
房
顕
が
元
行
に
宛
て
て
作
成
し

た
訴
状
で
あ
り
、
当
時
の
棚
守
家
の
私
産
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

文

て
注
目
す
べ
き
は
、
棚
守
家
の
権
益
の
一
つ
と
し
て
「
一
、
九
十
六
貫
目
南
京
,
西

条
反
銭
夜
灯
料
事
」
と
い
う
文
言
が
見
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
額
面
三

十
二
貰
文
の
守
護
段
銭
は
、
実
は
棚
守
家
に
よ
っ
て
南
京
(
銭
)
九
十
六
貫
文
と
し

て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
重
要
な
二
つ
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
隻
l
一
つ
は
、
固
定
段

銭
額
の
継
承
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
段
銭
の
南
京
銭
で
の
納
入
で
あ
る
。
以
下
、
順

を
追
っ
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

(
克
行
)

棚
守
左
近
太
夫
殴

(∞)

こ
の
文
書
は
、
毛
利
輝
元
が
厳
島
杜
の
椰
守
元
行
(
房
顕
の
子
)
に
対
し
て
「
西

条
之
内
守
護
段
銭
参
拾
弐
貫
文
」
を
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
、

弘
治
三
年
二
五
五
七
)
　
に
は
、
元
就
に
よ
っ
て
棚
守
房
顕
へ
の
「
東
西
条
之
内
守

(
2
1
)

護
段
銭
」
　
の
寄
進
が
な
さ
れ
て
お
り
、
地
域
名
称
の
変
化
の
ほ
か
は
三
十
二
貫
文
と

い
う
段
銭
額
な
ど
基
本
的
に
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
右
の
史
料
は
毛
利
氏
・
棚

守
家
双
方
の
代
替
わ
り
に
お
け
る
、
権
利
の
再
確
認
を
意
味
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
守
護
段
銭
三
十
二
貫
文
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
数
値
の
中
身
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

譲
渡
す
社
役
祭
田
寄
進
田
粂
々
事

一
大
御
前
御
棚
守
事

(
中
略
)

(幻)

)93(

毛
利
氏
領
国
で
は
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
段
銭
徴
符
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
る
と
段
銭
の
段
別
額
は
「
古
銭
」
額
と
し
て
そ
の
ま
ま
大
内
氏
時
代
か
ら
継
承

(
2
4
)

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
段
銭
は
園
田
数
を
基
準
に
賦
課
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
大
内
氏
か
ら
毛
利
氏
へ
と
図
田
(
数
)
　
の
継
承
が
な
さ

り
叫
乃

れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
以
上
、
段
銭
額
や
そ
の
段
別
額
が

本
来
頻
繁
に
変
化
す
る
性
質
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
前
節
で
検
討
し
た
仏
神
事
料
と
同
じ
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
西
条
守
護
段
銭
三
十
二
貫
文
と
は
、
「
古
銭
」
額
に
あ
た
る
大

内
氏
時
代
か
ら
の
継
承
基
準
額
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
南
京
銭
九
十
六
質
文

と
は
「
当
料
」
額
に
あ
た
る
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ

と
か
ら
有
名
寺
社
の
仏
神
事
料
の
場
合
と
同
様
に
、
「
古
銭
」
基
準
-
「
当
料
」
納

入
が
段
銭
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
推
測
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
更
に
具
体
的
な
事
例
で
確
認
し
た
い
。



(
端
慕

「

(
盟

日
.
1

ウ
ハ
書

冗
貞
)

(
山
県
備
後
守
)山
備

左
ま
い
る
人
々
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
延
」

天
正
志
晶
正
月
十
一
日

正
力
財
溝
孫
右
衛
門
尉
殿
兄
亀
子
代
仁
参
炭
田
次
郎
右
衛
門
尉
秀
信

一
我
等
給
地
壱
町
七
反
之
御
段
銭
、
古
銭
五
百
十
文
二
而
侯
、
当
料
三
貫
六
拾
文
事
、

(
後
略
)

云

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

㌘

)

　

　

　

　

　

こ

h

ノ

の

み

ね

右
の
史
料
は
、
天
正
九
・
十
年
(
一
五
八
一
・
二
)
　
の
こ
ろ
、
長
年
の
山
口
高
嶺

在
番
を
つ
と
め
た
山
県
就
延
が
門
田
元
貞
を
通
じ
て
輝
元
に
お
役
御
免
を
願
い
出
て

い
る
も
の
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
山
県
就
延
の
給
地
一
町
七
段

1

3

-

に
賦
課
さ
れ
る
段
銭
が
「
古
銭
」
額
と
し
て
五
百
十
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
は

「
当
料
」
額
で
三
貫
六
十
文
、
つ
ま
り
「
六
和
利
」
　
(
=
六
倍
)
　
の
換
算
率
で
納
入

を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
に
、
長
門
国
忌
官
神
社
の

事
例
で
「
六
和
利
」
算
用
の
裁
定
基
準
に
「
以
公
銭
並
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
は
大
名
権
力
が
直
接
関
与
す
る
銭
、
た
と
え
ば
段
銭

な
ど
を
想
定
し
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
実
例
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
付

言
す
る
な
ら
ば
、
永
禄
八
年
(
一
五
六
五
)
　
六
月
十
九
日
付
山
口
奉
行
衆
宛
毛
利
氏

奉
行
人
連
署
奉
書
で
は
、
松
崎
天
満
宮
の
神
事
料
に
関
す
る
「
六
和
利
」
裁
定
の
基

云
)

準
と
し
て
特
に
「
以
郡
納
反
銭
准
拠
」
　
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
古
銭
」
　
か
ら
「
当
料
」
　
へ
の
換
算
率
「
和
利
」
　
は
、
段
銭
な
ど
を
基
準
に
毛
利
氏

の
も
と
で
決
定
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
段
銭
が
賦
課
さ
れ
る
所
領
を
持
つ
給

人
た
ち
も
当
然
そ
れ
を
承
知
し
て
「
古
銭
」
額
に
対
す
る
「
当
料
」
忽
納
入
を
は
た

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

t
　
永
代
売
渡
申
下
地
之
事

合
三
段
分
銭
壱
貫
八
百
日
足

(
安
芸
国
賀
茂
訪
)

右
之
在
所
者
、
西
条
東
村
世
帳
田
行
富
名
之
内
田
中
三
反
之
事
、

蔵
田
先
祖
以

来
為
作
職
抱
置
供
、
依
用
有
之
二
付
両
、
代
物
米
弐
斗
入
四
十
依
、
末
代
売
渡

申
所
実
正
也
、
以
此
旨
子
々
孫
々
二
至
迄
、
無
相
違
可
有
御
知
行
侯
、
為
地
頭

役
納
所
段
銭
三
段
。
百
目
銭
譚
㌘
古
銭
也
、
但
南
京
ニ
/
九
百
文
毎
秋
可
有

御
収
納
侯
、
又
三
年
l
二
度
き
ほ
う
せ
ん
是
あ
り
、
(
中
略
)

(刃)

更
に
こ
の
史
料
は
、
蔵
田
秀
信
な
る
人
物
が
三
段
の
土
地
の
「
作
職
」
を
売
却
し

た
こ
と
を
示
す
売
券
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
却
地
に
賦
課
さ
れ
る
も
の
は
、
「
地

(
3
1
)

頭
役
納
所
段
銭
」
と
し
て
、
「
三
段
。
百
日
盈
H
㌘
古
銭
」
で
あ
り
、
こ
れ
は

「
南
京
」
　
(
銭
)
　
九
百
文
と
し
て
秋
に
収
納
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
程
は
、
給
地
の
事
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
は
「
西
条
東
村
世
帳
田
行
富
名
之

内
田
中
三
反
」
　
の
「
作
職
」
売
買
に
関
す
る
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
古
銭
」

基
準
-
「
当
料
」
　
(
南
京
銭
な
ど
)
　
納
入
の
し
く
み
が
在
地
・
名
レ
ベ
ル
に
ま
で
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
毛
利
氏
領
国
の
な
か
で
も
段
銭
の
継
承
基
準
額
が
存
在
し
た
地
域

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
古
銭
」
基
準
-
「
当
料
」
納
入
が
段
銭
収
納
の
実
態
で
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
事
例
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

り
桓
〔

段
銭
の
南
京
銭
で
の
納
入
は
毛
利
氏
領
国
で
は
ご
く
一
般
的
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
南
京
銭
は
、
多
く
の
揆
銭
令
で
悪
銭
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
な
低
品
質
の
貨
幣
で
あ
っ

(刃)た
が
、
毛
利
氏
領
国
で
は
か
な
り
広
範
囲
に
、
し
か
も
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
多
く
の
史
料
で
確
か
め
ら
れ
る
。
し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
南
京
銭
が
大

名
財
政
の
主
要
な
財
源
と
な
る
段
銭
の
納
入
貨
幣
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
大
内
氏
に
よ
る
段
銭
の
精
銭
納
入
指
令
と
は
随
分
趣
き
を
異
に
し

て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
大
名
権
力
が
直
接
関
与
す
る
こ
と
の
な
い
一
般
の
貨
幣
流
通
の
あ
り

方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
現
行
通
用
貨
幣
の
「
当
村
」

(
積
)
　
で
動
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
「
古
銭
」
な
ど
前
代

か
ら
継
承
し
た
よ
う
な
固
定
基
準
積
の
無
い
地
域
で
は
、
通
用
貨
幣
で
の
実
際
の
積

で
あ
る
「
当
料
」
　
の
み
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
本
来
そ
れ
が
一
般
的
で
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
石
見
国
都
賀
行
の
山
役
が
「
大
小
家
数
南
京
百

(封)

文
充
可
出
事
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
り
、
屋
敷
銭
致
収
の
下
札
に
「
四
百
文
定
　
但

云
)

当
料
」
　
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

)04(



し
た
が
っ
て
、
毛
利
氏
に
関
す
る
限
り
、
大
内
氏
と
は
異
な
り
、
精
銭
獲
得
を
貨

幣
政
策
の
主
要
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
.
は
う
か
が
わ
れ
ず
、
し
か
も
精
銭
・
悪
銭
淀

川
率
の
設
定
な
ど
の
事
例
も
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
毛
利
氏
時

代
に
は
、
大
内
氏
時
代
に
成
立
し
た
有
名
寺
社
の
仏
神
事
料
や
図
田
数
に
基
づ
く
段

銭
頂
お
よ
び
段
別
積
が
固
定
基
準
績
「
古
銭
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際

は
貸
幣
価
値
の
変
化
に
応
じ
た
一
定
の
換
算
率
「
和
利
」
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
現

行
流
通
貸
幣
(
南
京
銭
な
ど
)
　
で
の
相
当
餌
が
「
当
料
」
と
し
て
通
用
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
国
」
支
配
権
を
握
る
毛
利
氏
に
求
め
ら
事
た
も
の
は
、

換
算
率
を
め
ぐ
る
紛
争
の
解
決
で
あ
り
、
そ
の
裁
定
権
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。ま
た
、
大
内
氏
時
代
と
異
な
る
状
況
と
し
て
重
要
な
も
の
に
銀
貨
幣
の
流
通
が
あ

る
。
大
内
氏
時
代
に
も
無
く
は
な
か
っ
た
が
、
石
見
銀
山
の
領
有
問
題
が
決
着
し
た

毛
利
氏
時
代
、
特
に
元
亀
・
天
正
年
間
に
は
銀
が
支
払
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
事

例
が
急
に
増
加
す
る
。
毛
利
氏
自
身
は
、
石
見
銀
山
で
量
産
が
進
む
銀
に
つ
い
て

(蔦)

「
少
茂
自
余
之
御
用
二
不
被
仕
、
御
弓
矢
之
可
被
御
用
帳
」
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
、

嘉

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蒜

二

具
体
的
に
は
籠
城
中
の
鳥
取
城
へ
の
送
進
や
備
中
成
羽
で
の
う
り
米
買
得
な
ど
に
使

用
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
元
亀
二
年
二
五
七
一
)
　
の
厳
島
遷
宮
の
際

に
は
、
京
都
か
ら
下
向
し
て
き
た
吉
田
兼
右
に
「
路
料
」
(
旅
費
)
と
し
て
銀
が
渡

(刃)

さ
れ
て
お
り
、
流
通
貨
幣
と
し
て
の
銀
の
幅
広
い
需
要
に
つ
い
て
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
精
銭
(
銅
銭
)
　
の
獲
得
に
重
き
を
置
か
ず
、
混
用
率

よ
り
も
換
算
率
に
主
要
な
関
心
を
払
う
毛
利
氏
の
貨
幣
に
対
す
る
姿
勢
は
、
単
に
大

内
氏
と
の
経
済
政
策
の
違
い
と
い
う
よ
り
は
、
銀
貨
幣
の
流
通
と
い
う
貨
幣
流
通
経

済
そ
の
も
の
の
歴
史
的
な
段
階
差
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
大
内
氏
か
ら
毛
利
氏
へ
の
基
準
額
の
継
承
に
つ
い
て
長
々
と
述

べ
て
き
た
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
毛
利
氏
領
国
は
か
つ
て
大
内
氏
領
国
で

あ
っ
た
地
域
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
そ
れ

以
外
の
地
域
に
も
日
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

(檀)

大
神
宮
御
供
料
　
　
安
芸
国
御
旦
那
御
寄
進
之
事

備
後
重
長
之
内
行
欝
禦
崇
醐
鵬
譚
門
尉

(永)(
佐
東
黙
)

五
段
　
サ
ト
ウ
フ
川
ノ
内
朝
光
名

(
中
略
)

拾
弐
貫
文
山
中
守
護
反
銭
錮
醐
譚
璧
古
銭

一
段

児
玉
彦
四
郎
殿

於
周
防
国
弘
治
三
年
ヨ
リ

三
拾
石
　
　
隆
元
御
寄
進

大
神
宮
御
節
、

村
山
四
郎
大
夫
武
恒
(
花
押
)

(亜)

こ
の
文
書
は
、
・
伊
勢
神
宮
の
御
師
で
あ
る
村
山
武
恒
が
安
芸
国
の
檀
那
衆
か
ら
寄

進
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
確
五
年
代
比
定
は
難
し
い

が
、
記
載
文
言
に
よ
り
弘
治
三
年
二
五
五
七
)
か
ら
永
禄
十
年
二
五
六
七
)
ま

(
4
1
)

で
の
問
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

ま
ず
、
右
の
史
料
で
は
、
「
拾
弐
貫
文
　
山
中
守
護
反
銭
」
と
い
う
記
載
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
文
十
九
年
(
一
五
五
〇
)
十
一
月
二
日
に
元
就
に
よ
っ
て

石
)

寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
備
後
国
世
羅
郡
山
中
は
、
も
と
も
と
守
護
山
名
氏
の
支

配
下
に
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
が
、
応
仁
の
乱
の
こ
ろ
、
東
軍
山
名
是
豊
の
要
害
が
あ
っ

た
こ
の
地
を
西
軍
山
名
政
豊
に
属
す
毛
利
豊
元
が
攻
略
し
、
拝
領
し
て
か
ら
は
毛
利

氏
の
直
轄
領
と
な
っ
た
模
様
で
、
そ
の
後
数
名
の
人
物
に
対
し
て
部
分
的
に
知
行
地

が
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
天
正
六
年
二
五
七
八
)
正
月
廿
日
に
は
、
輝
元

か
ら
粟
足
元
種
に
対
し
て
「
山
中
四
ケ
郷
代
官
職
」
が
「
任
二
田
原
手
次
こ
せ
て

(伯)

申
し
付
け
ら
れ
て
お
り
、
田
原
氏
は
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
は
毛
利
氏
の
直
轄

領
で
あ
る
山
中
の
地
で
代
官
と
し
て
現
地
支
配
に
あ
た
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
毛
利
氏
か
ら
村
山
氏
に
寄
進
さ
れ
た
山
中
守
護
段
銭
十
二
貫
文

(
「
古
銭
」
額
)
は
、
村
山
氏
が
現
地
の
代
官
で
あ
る
田
原
越
中
か
ら
受
け
取
っ
て

い
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
毛
利
氏
が
備
後
国
守
護
山
名
氏
の
所

持
し
て
い
た
段
銭
賦
課
権
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
段
銭
額
を
や
は
り
「
古
銭
」

額
と
し
て
継
承
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
「
古
銭
」
は
、
他
の
地
域
の
「
古
銭
」
と
継
承
基

)14
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準
街
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
額
そ
の
も
の
は
成
立
の
時
期
も
歴
史
的
背

景
も
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
毛
利
氏
の
対
応
の
仕
方
も
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的

な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
段
銭
と
並
ぶ
大
名
権
力
の
課
役
に
軍
役
が
あ
る
が
、
そ
の
賦
課
基
準
と
な
っ

た
も
の
が
貫
高
で
あ
る
。
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
軍
事
力
編
成
の
展
開
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
秋
山
伸
隆
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
利
氏
は
戦
国
大
名
に
転
化
す
る
段
階
に
お
い
て
す

で
に
軍
役
の
数
量
的
規
定
を
実
現
し
て
い
た
が
、
そ
の
軍
事
力
編
成
は
真
に
統
一
的
・

体
系
的
な
も
の
で
は
な
く
、
天
正
年
間
に
至
っ
て
も
国
人
領
主
的
な
あ
り
方
を
完
全

に
脱
却
し
え
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
更
に
、
そ
の
背
景
に
は
重
層
性
を
持
つ
貫

高
の
併
存
が
あ
り
、
こ
う
し
た
構
造
は
惣
国
検
地
の
施
行
に
至
る
ま
で
克
服
さ
れ
な

へ

H

}

か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
言
の
通
り
、
毛
利
氏
領
国
で
は
、
郷
村
質
高
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
異
質

な
貫
高
が
石
高
と
と
も
に
併
存
し
て
お
り
、
毛
利
氏
と
し
て
は
検
地
等
の
実
施
に
よ
っ

て
そ
れ
ら
を
一
元
化
で
き
な
い
ま
ま
領
国
支
配
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
毛
利
氏
領
国
に
お
け
る
種
々
の
貰
高
は
、
均
質
で
な
い
個
別
の
基
準
高
と
し
て

段
銭
額
や
仏
神
事
料
な
ど
と
同
様
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
毛
利
氏
は
、
領
国
拡
大
に
伴
う
新
占
領
地
の
支
配
を
お
お
む
ね
先
行

権
力
の
支
配
方
式
に
則
る
形
で
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
支
配
体
制
の
な
か
に
お
け
る

数
値
的
な
も
の
、
た
と
l
え
は
段
銭
街
や
有
名
寺
社
の
仏
神
事
料
な
ど
の
額
も
「
古
銭
」

と
し
て
継
承
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
継
承
基
準
額
「
古
銭
」
と
通
用
貨
幣
で
の

相
当
額
「
当
料
」
、
お
よ
び
換
算
率
「
和
利
」
・
に
重
大
な
関
心
を
払
っ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
当
然
な
が
ら
、
故
国
内
諸
地
域
に
お
け
る
こ
れ
ら
継
承
基
準

覇
は
、
貰
高
も
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
的
特
性
を
持
ち
、
成
立
事
情
も
歴
史
的
に

異
な
を
い
わ
ば
本
来
意
味
内
容
の
ま
っ
・
た
く
異
な
る
個
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
毛
利
氏
が
統
一
的
な
施
策
を
実
施
し
て
ゆ
く
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
不

均
質
な
基
準
額
の
均
質
化
・
統
一
化
が
最
重
要
課
題
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註
用
　
『
国
史
大
辞
典
』
(
吉
川
弘
文
館
)
　
の
「
精
銭
」
　
の
項
目
に
は
、
「
西
国
で

は
古
銭
、
東
国
で
は
永
楽
銭
が
精
銭
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

聞
初
回
　
「
興
隆
寺
文
書
」
(
山
口
県
文
書
館
所
蔵
)

佃
す
べ
て
『
講
習
官
神
社
文
書
』
。

困
　
「
長
門
府
中
　
二
宮
神
宮
寺
由
来
書
」
(
『
防
長
寺
社
由
来
　
第
七
巻
』
所
収
)

聞
　
尊
信
は
、
慶
長
四
年
十
月
廿
七
日
に
神
宮
寺
住
持
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る

(
『
忌
官
神
社
文
書
』
)
。

回
　
(
慶
長
廿
年
)
　
三
月
三
日
付
二
宮
大
宮
司
宛
長
願
寺
等
印
書
状
に
は
「
明
後

五
日
如
法
経
可
致
社
納
候
、
仇
御
戸
閑
料
古
銭
弐
拾
疋
送
進
之
候
」
と
あ
り
、

「
古
銭
弐
拾
疋
」
=
「
壱
貫
弐
百
文
」
が
確
認
で
き
る
(
『
忌
宮
神
社
文
書
』
)
。

回
　
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
八
　
毛
利
家
文
書
』
三
四
二
号
、
天
正
七
年

二
月
廿
口
付
毛
利
氏
奉
行
下
夫
荷
条
目
。
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
二
十

東
福
寺
文
書
』
四
六
四
号
、
弘
治
三
年
十
二
月
晦
日
付
東
福
寺
領
周
防
得
地

保
正
税
米
日
記
。

㈹
　
小
葉
田
氏
前
掲
雷
(
二
二
八
・
二
二
九
頁
)
　
で
は
、
「
当
料
の
意
味
は
明
か

で
な
い
が
、
所
謂
悪
銭
に
は
相
違
な
く
」
、
あ
る
い
は
「
吾
人
の
想
像
に
よ
れ

ば
、
当
料
な
る
も
の
は
、
寧
ろ
通
用
銭
を
表
は
し
た
も
の
で
、
古
銭
は
一
つ
の

価
値
基
準
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
古
銭
」
・

「
当
料
」
　
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
近
い
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
が
、
小
葉
田
氏

と
の
相
違
点
と
し
て
、
氏
が
両
者
を
同
時
期
に
お
け
る
精
銭
と
悪
銭
に
限
定
さ

れ
る
の
に
対
し
、
筆
者
は
継
承
基
準
積
と
し
て
の
「
古
銭
」
と
現
行
通
用
貸
借

額
と
し
て
の
「
当
料
」
　
と
い
う
点
を
強
調
し
た
い
。

囲
　
㈲
…
「
松
崎
神
社
文
書
」
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
成
形
写
本
)
、
甲
=

「
富
市
天
満
宮
文
書
」
(
『
防
長
風
土
注
進
案
1
0
　
三
田
尻
宰
判
下
』
所
収
)
。

な
お
、
凪
の
文
書
は
「
富
市
天
満
宮
文
書
」
中
に
も
あ
る
が
、
「
清
料
」
の
部

分
を
「
請
料
」
と
し
て
い
る
。
く
ず
し
字
の
場
合
、
両
者
は
よ
く
似
た
表
記
と

な
る
が
、
筆
者
は
正
確
を
期
す
た
め
影
写
本
に
拠
っ
た
。
他
の
史
料
に
お
い
て

も
原
文
書
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
か
ら
判
断
し
た
。

国
　
「
松
崎
神
社
文
書
」

㈹
　
年
欠
六
月
十
日
付
松
崎
大
専
坊
宛
吉
見
弘
頼
・
野
田
興
方
連
署
書
状
(
「
官

)24(
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市
天
満
宮
文
書
」
)
　
で
は
、
「
宮
政
所
」
と
「
山
口
政
所
」
が
見
受
け
ら
れ
る
。

本
文
掲
載
史
料
の
「
政
所
」
を
山
口
政
所
と
解
釈
し
た
の
は
、
「
毎
年
御
下
行

銭
、
従
御
政
所
方
請
取
巾
」
と
い
う
文
言
に
よ
る
が
、
大
内
氏
か
ら
の
下
行
銭

を
天
満
宮
内
の
「
宮
政
所
」
を
通
し
て
受
け
取
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
の
論
旨
に
は
影
響
な
い
。

「

「
松
崎
神
社
文
書
」

藤
木
氏
は
、
「
和
利
」
を
精
銭
と
悪
銭
と
を
結
び
体
系
化
す
る
混
入
換
算
率

法
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
に
は
理
解
し
な
い
。
「
和
利
」
　
と
は
、

本
来
異
種
建
幣
の
比
価
・
換
算
率
を
意
味
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
も
の
が
、

次
第
に
そ
の
内
容
が
発
展
し
、
継
承
基
準
感
に
対
す
る
現
行
通
用
貨
幣
で
の
換

算
率
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
E
心
わ
れ
る
。

「
富
市
天
満
宮
文
書
」

『
忌
宮
神
社
文
書
』
永
禄
十
二
年
八
月
十
三
日
付
二
宮
大
宮
司
宛
毛
利
氏
奉

行
衆
連
署
奉
書

大
内
氏
が
「
利
平
」
　
目
的
の
た
め
に
豊
前
国
で
実
施
し
て
い
た
「
御
預
銭
」

は
「
御
公
銭
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
本
文
掲
載
史
料
の
「
御
公
銭
」
を
同
様

の
も
の
　
(
毛
利
氏
に
よ
る
公
金
貸
付
)
と
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
具
体
的
事
例
は
見
出
せ
な
い
。

筑
前
国
で
も
「
清
料
」
基
準
-
「
当
料
」
使
用
、
お
よ
び
「
和
利
」
　
の
存
在

が
確
認
で
き
る
(
天
文
十
七
年
二
月
十
六
日
付
鳥
飼
俊
久
契
状
(
「
鳥
飼
文
書
」
)
・

年
欠
卯
月
廿
一
日
付
鳥
飼
俊
久
外
二
名
連
署
申
状
案
(
「
明
光
寺
文
書
」
)
)
。

吉
良
国
光
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
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渡
辺
三
郎
左
衛
門
直
」
)

松
浦
義
則
氏
「
掛
国
大
名
毛
利
氏
の
領
国
支
配
機
構
の
進
展
」
(
『
日
本
史
研

究
』
一
六
八
号
、
.
一
九
七
六
年
)

岸
田
裕
之
氏
「
室
町
戦
国
期
に
お
け
る
諸
権
力
の
図
田
支
配
と
村
落
農
民
」

(
『
日
本
史
研
究
』
一
七
二
号
、
一
九
七
六
年
、
の
ち
同
氏
『
大
名
領
国
の
構

成
的
展
開
』
第
二
編
に
収
録
八
一
九
八
三
年
)
)

『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
六
〇
　
門
田
長
左
街
門

(
山
口
高
嶺
竣
)

史
料
文
言
と
し
て
、
「
夏
元
罷
下
候
て
廿
四
五
ヶ
年
致
在
城
」
が
祝
え
、
菰

治
三
年
の
占
領
以
来
の
在
番
と
推
測
す
る
な
ら
は
、
二
十
四
・
五
年
後
は
天
正

九
・
十
年
に
あ
た
る
。

「
古
銭
」
で
の
段
別
額
は
三
十
文
と
な
り
、
こ
れ
虻
図
田
の
春
段
銭
の
段
別

額
(
三
〇
・
九
文
)
　
に
ほ
ぼ
等
し
い
　
(
岸
田
氏
前
掲
論
文
参
照
)
。

「
松
崎
神
社
文
書
」

「
石
井
文
書
」
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
』
所
収
)

「
地
頭
役
納
所
段
銭
」
　
の
ど
こ
を
区
切
っ
て
読
む
か
に
よ
っ
て
解
釈
は
異
な

る
が
、
「
三
段
。
百
目
銭
譚
㌘
古
銭
」
に
つ
い
て
は
、
三
段
の
う
ち
二
段
が

「
古
銭
」
額
で
段
別
四
十
文
の
所
領
で
、
残
り
一
段
が
段
別
二
十
文
の
所
領
と

)34(

.
q
b
r

カhul
d
q
.けーl、

q
bul

「
巻
子
本
厳
島
文
書
」
五
二
号
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
I
I
【
』
所
収
)

「
桂
文
書
所
収
厳
島
文
書
」
一
号
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅲ
』
所

収
)「
厳
島
野
坂
文
書
」
一
五
六
八
号

都
濃
那
須
々
万
段
銭
徴
符
(
永
禄
三
年
五
月
、
『
防
長
風
土
注
進
案
8

濃
宰
判
』
)
・
玖
珂
郡
伊
賀
遺
郷
段
銭
徴
符
(
永
禄
四
年
六
月
十
四
日
、

田
文
書
」
)
・
玖
珂
郡
本
郷
北
方
段
銭
徴
符
(
永
禄
四
年
六
月
廿
九
日
、

都「
河
「
譜

い
う
意
味
と
推
測
さ
れ
る
。

国
　
永
禄
十
一
年
八
月
五
日
付
周
防
国
都
濃
郡
富
海
井
安
芸
国
佐
東
府
中
内
打
渡

坪
付
(
「
語
録
　
山
県
弥
三
左
衛
門
朝
次
」
)
・
天
正
五
年
三
月
十
一
日
付
吉
川

経
家
領
分
加
増
段
銭
請
取
状
影
写
(
「
附
録
　
石
見
吉
川
家
文
書
」
　
(
『
大
日

本
古
文
書
　
家
わ
け
第
九
　
吉
川
家
文
書
別
集
』
所
収
)
)
・
天
正
十
五
年
十

二
月
二
日
付
厳
島
社
領
安
芸
国
佐
西
郡
吉
和
東
分
米
銭
算
用
状
(
「
厳
島
野
坂

文
書
」
一
七
〇
九
号
な
ど
。

国
　
打
平
(
う
ち
ひ
ら
め
)
と
並
ぶ
最
も
粗
悪
な
銭
と
し
て
、
永
正
二
年
以
降
の

室
町
幕
府
の
撰
銭
令
で
は
取
り
除
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
永
禄
十
二
年
の
織
田

信
長
の
「
精
選
候
々
」
　
で
は
打
平
と
と
も
に
精
銭
の
十
分
の
一
の
価
値
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
九
五
　
柳
沢
九
左
衛
門
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リ
h
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.
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り

一
P

.
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h
r
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可
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P
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リ
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.HP

「
新
善
坊
文
書
」
(
『
防
長
風
土
注
進
案
1
4
　
小
郡
宰
判
』
所
収

『
毛
利
家
文
書
』
八
四
〇
号
、
元
亀
二
年
六
月
廿
六
日
付
粟
屋
内
蔵
丞
宛
吉

川
元
春
外
三
名
連
署
書
状

「
石
見
吉
川
家
文
書
」

「
譜
録
　
二
宮
太
郎
右
衛
門
辰
相
」
　
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』

所
収
)「
厳
島
野
坂
文
書
」
一
七
〇
七
号

「
贈
村
山
家
証
文
」
　
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』
所
収
)
伊
勢
御

師
村
山
武
恒
檀
那
寄
進
注
文

安
芸
国
檀
那
衆
の
中
に
永
禄
十
年
三
月
七
日
に
没
し
た
「
赤
川
左
京
(
元
保
)
」

の
名
が
見
え
る
。

「
贈
村
山
家
証
文
」

「
譜
録
　
粟
屋
帯
刀
元
忠
」
　
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』
所
収
)

「
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
軍
事
力
編
成
の
展
開
」
　
(
『
古
文
書
研
究
』
一
五
号
、

一
九
八
〇
年
)

三
　
豊
臣
期
毛
利
氏
の
基
準
銭
創
出
と
そ
の
意
義

1
　
基
準
銭
「
鍛
」
「
と
惣
国
検
地

本
章
本
節
で
は
、
豊
臣
政
権
下
の
毛
利
氏
領
国
に
お
い
て
、
毛
利
氏
に
よ
っ
て
新

た
に
設
定
さ
れ
た
基
準
貨
幣
(
街
)
　
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

ふ
ヰ
ぇ
て
惣
国
検
地
実
施
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
を
お
こ
な
い

た
い
。豊
臣
政
権
へ
の
服
属
以
降
、
毛
利
氏
権
力
の
専
制
化
と
領
国
支
配
の
強
化
が
進
め

(
1
)

ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
天
正
十
四
年
(
一

(
2
)

五
八
六
)
　
に
は
分
国
法
令
と
し
て
有
名
な
「
分
国
掟
之
条
々
」
　
が
発
令
さ
れ
た
。
そ

の
な
か
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
二
箇
条
め
の
「
渡
舟
定
之
事
己
　
で
あ
り
、
人
・
荷

物
・
荷
馬
な
ど
の
運
賃
が
「
南
京
(
銭
)
」
　
で
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

豊
臣
政
権
下
に
入
っ
た
毛
利
氏
が
、
領
国
内
諸
地
域
に
対
す
を
統
一
政
策
の
一
環
と

し
て
制
定
し
た
通
行
料
規
定
で
あ
る
が
、
特
に
南
京
銭
を
基
準
貨
幣
と
し
て
採
用
し

て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
当
時
の
在
地
に
お
け
る
南
京
銭
の

(
3
)

幅
広
い
流
通
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
領
国
支
配
の
強
化
は
検
地
に
よ
る
領
国
内
所
領
の
正
確
な
把
捉
に
よ
っ
て

推
進
さ
れ
る
が
、
豊
臣
政
権
下
に
入
っ
た
の
ち
の
毛
利
氏
領
国
で
は
天
正
十
一
年

(

4

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

5

)

二
五
八
三
)
　
に
防
長
の
寺
社
領
、
同
十
三
年
(
一
五
八
五
)
　
に
備
後
地
域
に
お
い

て
検
地
が
部
分
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
天
正
十
五

年
二
五
八
七
)
　
か
ら
は
統
一
的
な
知
行
制
と
軍
役
体
系
の
確
立
に
向
け
て
、
全
領

国
規
模
で
惣
国
検
地
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

惣
国
検
地
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
打
渡
坪
付
か
ら
そ
の
内
容
が
う
か

が
え
る
が
、
一
段
=
三
六
〇
歩
制
に
よ
る
面
積
表
示
の
ほ
か
、
特
に
田
地
に
分
米
、

白
地
に
分
銭
を
付
し
て
名
話
人
を
確
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て

重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
昌
代
銭
の
基
準
銭
と
し
て
「
鍛
」
　
な
る
貨
幣
が
採
用
さ
れ
て

(
6
)

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
ち
ゃ
ん
」
　
と
発
音
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
こ
そ

が
統
一
政
権
下
の
毛
利
氏
領
国
に
お
い
て
、
新
た
な
基
準
貨
幣
と
し
て
重
要
な
役
割

(
7
)

を
は
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
鍛
」
　
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
し
い
こ

と
は
不
明
だ
が
、
ま
っ
た
く
実
体
の
伴
わ
な
い
単
な
る
貨
幣
積
表
示
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
、
流
通
貨
幣
と
し
て
の
事
例
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
毛
利
氏
は

備
後
国
尾
道
の
商
人
渋
谷
氏
と
の
間
で
金
銭
の
預
け
置
き
や
借
り
出
し
な
ど
を
お
こ

(
8
)

な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
際
の
貨
幣
の
授
受
に
「
鍛
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

天
正
十
四
年
二
五
八
六
)
　
六
月
廿
二
日
付
仁
保
元
棟
領
地
付
立
案
で
も
出
雲
国
美

19】

保
関
に
お
け
る
収
入
と
し
て
「
当
料
チ
ャ
ソ
」
が
登
場
し
て
お
り
、
も
と
も
と
流
通

銭
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
を
毛
利
氏
が
基
準
銭
と
し
て
採
用
し
た
も
の
と
思
わ

(m)

れ
る
。さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
惣
国
検
地
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
石
質
」
制
が

採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
石
質
」
制
と
は
、
も
と

も
と
大
内
氏
時
代
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
、
「
和
市
の
公
定
で
は
な
く
、
地
域
の
慣

行
を
越
え
て
大
名
権
力
が
諸
役
賦
課
の
基
準
た
る
家
臣
の
知
行
高
を
数
孟
把
握
す
る

)44(



(u)

た
め
の
便
宜
的
な
数
値
(
一
石
=
一
貫
)
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
通
り

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
惣
国
検
地
の
も
と
で
の
「
石
質
」
制
に
限
っ
て
は
若
干
趣
き

を
異
に
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
実
態
を
石
見
国
益
田
家
頂
の
事
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

石
州
美
濃
郡
之
内
御
検
地
目
録
之
事

合
　
　
　
　
　
益
田
元
祥
罰
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

一
円
数
百
三
拾
弐
町
五
十
歩
　
　
自
上
郷

(
中
略
)

田
数
千
六
百
七
拾
九
町
四
段
大
冊
五
歩

分
米
九
千
八
百
五
拾
三
石
三
斗
六
升

以
上
畠
数
七
百
廿
一
町
八
段
半
五
十
歩

代
千
弐
百
拾
六
貰
百
三
十
五
文

代
六
拾
一
貫
弐
百
五
十
八
文
語
州
瑚

己
上
代
千
弐
百
七
拾
七
貫
三
百
九
十
三
文
鼓

米
ニ
/

千
弐
百
七
拾
七
石
三
斗
九
升
三
台
試
補
貫

井
米
一
万
千
百
三
拾
石
七
斗
五
升
三
合
代
方
加
之

昆
敷
数
三
千
百
丹
一
ヶ
所

諸
市
浦
屋
敷
共
こ

右
打
渡
之
前
目
録
如
件
、

(
一
五
九
一
)

天
正
十
九
年
正
月
十
一
日

∵余
三

長
井
右
衛
允
(
花
押
)

右
衛
門
尉

門
大
夫

益
田
伊
豆
守
殿

宅
野
不
休
軒

増
野
以
雲
軒

(
1
2
)

長
い
文
書
な
の
で
、
最
初
と
最
後
の
部
分
の
み
を
引
用
し
た
が
、
内
容
的
に
は
田

地
の
分
米
と
は
別
に
島
地
・
諸
市
浦
銭
・
舟
役
が
分
銭
で
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
右
の

史
料
に
よ
る
と
そ
の
合
計
額
が
「
鍛
」
　
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
わ
か
る
。
そ

し
て
注
目
す
べ
き
は
、
分
銭
の
石
高
へ
の
換
算
(
一
石
=
一
貫
)
　
に
つ
い
て
特
に

「
但
和
市
京
判
石
質
」
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
京
判
」
と
は
、

(
1
3
)

当
該
期
で
は
間
違
い
な
く
京
桝
を
表
わ
し
て
い
る
。
惣
国
検
地
関
係
の
史
料
で
、
こ
(1.1)

の
ほ
か
に
京
折
と
の
関
係
を
示
す
も
の
は
現
段
階
で
は
僅
か
を
確
認
す
る
だ
け
だ
が
、

毛
利
氏
関
係
の
史
料
を
検
索
す
る
と
、
惣
国
検
地
の
実
施
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
の
種
々

の
桝
に
代
わ
っ
て
「
京
判
」
・
、
コ
月
盤
」
　
と
い
っ
た
、
京
桝
を
指
す
と
思
わ
れ
る
言

(
1
5
)

葉
が
数
多
く
登
場
し
始
め
る
こ
と
に
気
づ
く
。

す
な
わ
ち
、
惣
国
検
地
に
お
け
る
「
石
貫
」
制
と
は
、
「
京
研
」
　
と
「
鍛
」
　
と
を

一
石
=
一
貫
で
結
ぶ
も
の
で
、
こ
こ
に
統
一
基
準
に
よ
る
領
国
内
所
領
の
数
量
的
把

(
1
5
)

握
(
石
高
)
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
を
機
に
毛
利
氏
は
、
京
机

(
1
7
)

を
公
的
な
桝
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
毛
利
氏
の
領
国
支
配
は
、
原
則
と
し
て
先
行
権
力
の
支
配
の
あ
り
方
を

踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
知
行
制
も
多
様
な
所
領
構
成
に
規
定
さ
れ
て
、
一
様

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
領
国
内
の
諸
地
域
に
お
け
る
「
石
高
」
　
や

「
貫
高
」
は
そ
れ
ぞ
れ
が
本
来
歴
史
的
な
性
格
を
異
に
し
て
お
り
、
毛
利
氏
は
「
石

質
」
制
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
形
式
的
に
統
一
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
領
国
規
模
で
真
に
統
一
的
な
知
行
制
お
よ
び
軍
役
体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
統
一
基
準
に
よ
る
領
国
内
所
領
の
数
量
的
把
握
が
必
要
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
惣
国
検
地
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
要
請
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
政
策
で
あ
り
、

分
銭
基
準
の
統
一
と
分
米
基
準
の
統
一
に
そ
れ
ぞ
れ
「
鍛
」
と
「
京
判
(
=
京
析
)
」

が
採
用
さ
れ
、
そ
れ
が
「
石
貫
」
制
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
こ
こ
に

統
一
基
準
に
よ
る
領
国
内
所
領
の
数
量
的
把
捉
(
石
高
)
　
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

(
1
8
)

る
。さ
て
、
そ
の
後
に
実
施
さ
れ
た
検
地
で
も
分
銭
表
示
と
し
て
「
鍛
」
が
確
認
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)
正
月
に
周
防
国
山
口
で
町
検
地
が
実
施

さ
れ
、
寺
領
の
一
部
が
町
屋
敷
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
龍
福
寺
に
対
し

て
代
所
が
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
打
渡
坪
付
の
畠
地
の
分
銭
と
し
て
「
鍛
」
表
示

)54



(
1
9
)

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
月
廿
日
に
「
新
町
替
」
　
と
し
て
善
福
寺
に
打
渡
さ
れ
た
宇

(扮)

野
令
の
畠
地
の
分
銭
も
、
同
様
に
「
鍛
」
　
で
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
「
鍛
」
表
示
は
白
地
の
分
銭
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
惣
国
検
地
の

実
施
に
よ
っ
て
段
銭
は
整
理
の
方
向
に
向
い
、
賦
課
の
基
準
で
あ
っ
た
園
田
・
平
田

な
ど
の
土
地
種
別
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
部
の
地
域
(
多
く
は
寄
進

地
)
　
で
は
、
惣
国
検
地
の
実
施
以
後
に
お
い
て
も
段
銭
の
残
存
が
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
そ
の
段
別
額
表
示
は
も
は
や
か
つ
て
の
「
古
銭
」
　
で
は
な
く
、
新
た
な
「
鍛
」

(
2
1
)

に
よ
る
表
示
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
西
条
守
護
段
銭
の
場
合
、
三
十

二
貫
文
の
固
定
基
準
額
に
対
し
て
永
禄
六
年
当
時
は
南
京
銭
で
九
十
六
貰
文
の
収
納

で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
七
年
(
一
五
八
九
)
　
の
惣
国
検
地
を
経
た
同
十
九
年
(
一
五

九
一
)
　
の
史
料
で
は
「
一
、
鍛
三
拾
弐
貫
文
　
西
条
御
反
銭
」
と
な
っ
て
い
る
。
し

(
2
)

か
も
、
天
正
十
七
年
の
厳
島
社
祭
料
井
御
供
田
辻
付
立
に
よ
れ
ば
、
「
二
反
銭

三

　

二

鍛
九
拾
六
貿
文
　
御
灯
明
領
」
　
の
よ
う
に
、
文
書
の
上
で
旧
来
の
貨
幣
額
が
「
鍛
」

表
示
額
に
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
や
は
り
惣
国
検
地
に
伴
っ
て
段
銭

納
入
積
の
表
示
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
や
は
り
先
述
し
た
備
後
国
山
中
守
護
段
銭
の
事
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
同

様
に
「
古
銭
」
　
か
ら
「
鍛
」
　
へ
の
変
化
が
確
認
さ
れ
る
。

昆
敷
三
ヶ
所
、

(
中
略
)

(T)

一
拾
弐
貫
文
備
後
山
中
、
但
鍛
廿
四
メ
参
候
、

元
就
様
御
寄
進
　
天
文
十
九
年
十
一
月
二
日

(
後
略
)

(
2
4
)

囚
　
　
御
神
領
之
覚

一
九
石
参
斗
七
升
三
合

一
参
石
九
斗

一
弐
石
五
斗
八
升

一
六
石
五
升

備
後
童
永

横
田
佐
々
部

深
川

但
御
反
銭
鍛
弐
拾
四
貰
文
之
分

一
弐
拾
四
石

(
後
略
)

情
操
山
中

(
2
3
)

㈲
　
　
御
神
領
之
覚

〓
官
石
五
升
代
在
所
備
後
重
永
内
行
遠
名
、
御
故
地
に
て
九
石
三
斗
七
升
三
台
、

史
料
年
代
と
し
て
は
、
天
正
廿
年
二
五
九
二
)
　
正
月
廿
九
日
付
御
師
村
山
大
夫

云
)

宛
佐
世
元
嘉
・
二
宮
就
辰
連
署
打
渡
状
に
見
え
る
所
領
石
高
と
数
値
の
う
え
で
一
致

す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
と
も
備
後
国
に
お
け
る
惣
国
検
地
の
実
施
(
天
正
十
九
年
)

以
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
右
の
史
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

因
か
ら
一
石
=
鍛
一
貫
文
の
「
石
質
」
制
の
存
在
と
、
聞
か
ら
か
っ
て
「
古
銭
」
　
で

十
二
貫
文
と
さ
れ
て
い
た
山
中
守
護
段
銭
が
、
新
た
に
「
鍛
」
　
二
十
四
質
文
の
収
納

と
し
て
村
山
家
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

な
お
、
西
条
守
護
段
銭
が
三
十
二
貫
文
の
ま
ま
「
鍛
」
表
示
に
修
正
さ
れ
た
の
に

対
し
、
山
中
守
護
段
銭
の
場
合
は
「
古
銭
」
額
が
二
倍
に
換
算
さ
れ
て
い
る
点
に
違

い
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
惣
国
検
地
の
実
施
過
程
で
歴
史
的
に
異
な
る
成
立
事

情
を
持
つ
個
別
の
固
定
基
準
額
を
統
一
基
準
で
調
整
し
直
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
畠
地
の
分
銭
に
限
ら
ず
、
前
代
か
ら
固
定
基
準
積
と
し
て
紐
承
さ

、

れ
て
き
た
段
銭
額
も
「
鍛
」
　
で
評
価
し
直
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
惣
国
検
地
の
実

施
が
単
な
る
所
領
の
数
量
的
把
握
に
と
ど
ま
ら
ず
、
魯
国
内
の
諸
地
域
に
歴
史
的
に

成
立
し
て
い
た
異
な
る
質
の
個
別
の
基
準
街
の
均
質
化
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
天
正
の
惣
国
検
地
の
実
施
は
、
基
準
銭
「
鍛
」
と
基

準
研
「
京
研
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「
石
質
」
制
の
採
用
を
伴
い
、
こ
の
新
た
に
創

出
し
た
統
一
基
準
に
よ
っ
て
「
古
銭
」
　
な
ど
の
継
承
基
準
恋
の
均
質
化
を
含
め
た
積

国
内
所
積
の
数
量
的
把
握
が
達
成
さ
れ
、
こ
こ
に
つ
い
に
毛
利
氏
は
領
国
規
模
で
の

統
一
的
な
知
行
制
お
よ
び
軍
役
体
系
を
確
立
し
え
た
の
で
あ
る
。
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2
　
文
禄
期
年
貢
銭
約
の
一
形
態

-
備
中
回
神
島
年
真
算
用
状
に
つ
い
て
ー

惣
固
検
地
は
、
天
正
十
五
年
二
五
八
七
)
　
よ
り
文
禄
元
年
(
一
五
九
二
)
　
に
か

け
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
範
囲
は
八
位
国
の
規
模
に
及
ん
だ
が
、
領
国
内
の
一
部
に

は
検
地
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
惣
国
検
地
の
様
式
が
適
用
さ
れ
な
か
っ

た
地
域
が
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
か
な

け
れ
ば
、
惣
固
検
地
を
全
領
国
一
律
に
実
施
さ
れ
た
画
期
的
政
策
と
過
大
評
価
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
木
節
に
お
い
て
特
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

備
中
国
小
田
郡
笠
岡
の
南
方
海
上
に
あ
る
神
島
(
こ
う
の
し
ま
)
　
は
、
能
島
村
上

氏
の
所
頂
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
島
に
関
し
て
天
正
廿
年
二
五
九
二
)
　
お
よ
び
文
禄

二
年
二
五
九
三
)
　
の
二
ケ
年
分
の
年
貢
算
用
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の

年
貢
算
用
状
自
体
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
る
う
え
に
、
田
畠
の
種
別
は
不
明
な
が
ら

(器)

も
土
地
の
評
価
と
し
て
特
に
「
古
銭
辻
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
こ

れ
に
よ
る
限
り
惣
国
検
地
の
成
果
が
そ
の
ま
ま
現
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
備
中

国
小
田
郡
で
は
、
天
正
十
九
年
に
惣
国
検
地
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
打
渡
坪
付
も
残

(㌘)

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
は
伝
頂
の
関
係
か
、
あ
る
い
は
島
峡
部
で
あ
っ
た
た
め

に
惣
国
検
地
の
適
用
を
ま
ぬ
が
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
史
料
に
よ
っ

て
惣
国
検
地
が
実
施
さ
れ
る
以
前
か
ら
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
年
貢
収
納
、
特
に
代

銭
納
の
実
能
心
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

ハ

3

、

以
下
、
二
ケ
年
分
の
算
用
状
の
内
容
を
比
較
し
な
が
ら
分
析
を
加
え
た
い
。

神
島
内
外
土
貢
前
御
算
用
之
事

二
五
九
二
)

天
正
廿
年
分

両
浦
合
古
銭
辻
拾
八
貫
九
十
四
文

右
ノ
内
五
貫
四
百
九
十
八
文
　
永
荒
二
引
、

壱
貫
十
二
文
　
去
年
荒
二
引
之
、

壱
貰
九
百
五
十
五
文
　
当
荒
引
之
、

弐
百
六
十
八
文
　
公
方
成
二
引
之
、

引
残
而
定
代
九
貫
三
百
六
拾
壱
文

為
鍛
二
拾
八
貫
七
百
廿
二
文
定

右
ノ
内
六
百
八
十
八
文
　
末
進
有
之
、

猶
残
而
拾
八
貫
州
四
文
之
定

壱
貫
八
百
三
文
　
十
分
一
二
引
之
、

弐
貫
文
　
両
洒
之
草
追
給
引
之
、

四
百
五
十
文
　
両
浦
く
う
料
引
之
、

定
残
而
拾
三
貫
七
百
八
十
壱
文
之
調
也
、

内
外
塩
辻
御
算
用
之
事

両
浦
合
而
四
拾
三
俵
壱
斗
七
合
定

但
三
斗
入

右
ノ
内
六
俵
外
ノ
荒
二
引
之
、

五
依
内
ノ
荒
二
引
之
、

壱
依
両
浦
と
ね
こ
措
置
、

引
残
而
三
拾
壱
依
壱
斗
七
合
之
定

右
為
代
二
弐
貫
五
百
七
文
但
壱
依
八
十
文
あ
て

両
所
合
而
拾
六
貫
弐
百
八
十
八
文
定

)74(

以
上
拾
月
廿
八
日

矢
野松
地
蔵
(
花
押
)

善
兵
衛
(
花
押
)

神
島
代
成
御
算
用
之
事

二
五
九
三
)

文
禄
弐
年
分

一
両
浦
古
銭
辻
拾
八
貫
五
百
廿
五
文

右
之
内
五
貫
五
百
文
　
永
荒
二
引
之
、

壱
貫
三
百
十
二
文
　
去
々
年
荒
引
之
、

弐
貫
百
文
　
去
年
荒
二
引
之
、
但
高
麗
夫
之
跡

残
而
九
貫
六
百
十
三
文
内

(損)

弐
貫
三
百
八
十
文
　
田
方
自
損
、
但
立
才
也



猶
残
而
七
貫
弐
百
村
三
文

右
為
鍛
二

拾
四
貫
四
百
六
十
六
文
内

壱
貫
四
百
四
十
六
文
　
十
分
一
二
引
之
、

弐
貫
文
　
両
浦
草
追
給
二
引
之
、

六
百
五
十
文
　
五
人
分
く
う
銭
こ
引
之
、

(残)

定
夕
拾
貫
三
百
七
十
文

両
浦
塩
成
分

合
四
十
三
俵
一
斗
七
合
内

六
俵
外
灘
之
荒
二
引
之
、

五
俵
内
浦
荒
二
引
之
、

壱
俵
両
浦
刀
祢
二
遣
之
、

残
而
三
十
壱
依
一
斗
七
合

右
為
代
1
京
貫
百
七
十
八
文
但
石
別
百
四
十
三
宛

此
辻
合
拾
弐
貿
五
百
四
十
八
文
定

以
上

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
神
島
現
地
に
は
「
両
浦
(
之
)
草
遣
」
　
や
「
両
浦

刀
祢
」
が
居
て
、
年
貢
銭
徴
収
や
塩
の
売
却
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、

こ
の
算
用
状
の
作
成
者
(
差
出
老
)
　
は
こ
の
よ
う
な
経
営
を
お
こ
な
う
た
め
に
能
島

村
上
氏
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
代
官
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
年
貢
収
納
(
代
銭
納
)
　
の
一
形
態
と
し
て
、
土
地
評
価
額
と
し
て
の

「
古
銭
辻
」
か
ら
種
々
の
控
除
を
お
こ
な
い
、
一
定
の
換
算
率
で
貨
幣
額
を
算
出
し

た
の
ち
、
更
に
控
除
を
お
こ
な
っ
た
残
額
を
収
納
す
る
と
い
う
し
く
み
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
登
場
し
た
「
鍛
」
　
は
基
準
貨
幣

額
を
示
す
の
で
は
な
く
、
流
通
貨
幣
そ
の
も
の
で
あ
る
。

神
島
御
方
様
御
存
口
之
内
、
俊
成
木
工
進
給
相
除
、
古
銭
拾
弐
質
五
百
文
相
定

預
り
申
侯
、
時
々
わ
り
を
立
、
春
秋
二
半
分
宛
調
下
可
進
上
小
俣
、
勿
論
公
事

足
之
儀
者
、
何
時
茂
任
御
用
二
可
申
付
侯
、
為
後
日
如
此
侯
、
恐
但
謹
言
、

震
欝
　
　
　
村
上
八
郎
左
街
門
尉

九
月
十
二
口

元
書
様
参
人
々
御
中

景
広
(
花
押
)

)84(

九
月
廿
八
日

助
蔵
(
花
押
)

七
郎
右
(
花
押
)

神
島
「
両
浦
」
と
は
、
島
の
南
部
で
あ
る
外
浦
と
北
部
で
あ
る
内
浦
の
両
地
域
を

合
わ
せ
た
呼
称
で
あ
り
、
近
世
の
検
地
帳
に
よ
れ
ば
田
地
よ
り
も
畠
地
が
多
く
、
し

か
ふ
古
く
か
ち
塩
の
生
産
地
で
も
あ
っ
た
。

さ
て
、
右
の
二
点
の
史
料
に
よ
る
と
、
ま
ず
神
島
両
活
が
「
古
銭
辻
」
　
で
表
わ
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
「
田
方
自
損
」
　
と
い
う
記
載
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
田
地
と
島
地
と
を
合
わ
せ
た
土
地
評
価
額
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
「
古
銭
辻
」
　
か
ら
「
永
荒
」
　
や
「
去
年
荒
」
な
ど
の
数
値
が
差
し
引
か

れ
た
の
ち
、
二
倍
の
換
算
率
で
「
鍛
」
　
に
換
算
さ
れ
、
更
に
「
十
分
こ
・
「
両
浦

(
之
)
草
造
給
」
な
ど
が
差
し
引
か
れ
て
実
際
の
年
貢
額
が
算
出
さ
れ
、
両
活
の
塩

年
貢
(
三
十
一
俵
一
斗
七
合
)
　
の
売
却
代
金
と
合
計
し
て
一
年
間
の
収
納
額
が
決
定

(乃)

ま
た
右
の
文
書
は
、
能
島
村
上
氏
の
庶
家
で
あ
り
、
笠
岡
城
主
を
つ
と
め
た
こ
と

も
あ
る
村
上
景
広
が
、
惣
額
家
の
村
上
元
吉
か
ら
神
島
を
俊
成
木
工
進
(
能
島
村
上

(刃)

氏
の
家
臣
)
給
を
除
い
て
預
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
の
年

貢
算
用
状
の
事
例
を
参
考
に
こ
の
文
書
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
「
古
銭
拾
弐
貫
五
百

文
」
　
と
は
年
貢
額
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
、
土
地
評
価
積
で
あ
る
と
と
も
に

年
貢
基
準
額
で
あ
っ
て
、
こ
の
数
値
を
基
礎
に
「
時
々
わ
り
を
立
」
　
て
、
景
広
が
惣

領
家
に
対
し
て
年
貢
銭
を
春
と
秋
の
二
度
に
分
け
て
半
分
宛
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
わ
り
」
が
「
古
銭
」
か
ら
「
宕
」

へ
の
換
算
率
を
示
し
、
ま
た
「
時
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
決
し
て
固
定
化
さ

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
備
中
国
小
田
郡
神
島
は
、
惣
国
検
地
が
実
施
さ
れ
た
八
箇
国
の
中
に
含
ま

れ
な
が
ら
も
、
そ
の
適
用
を
受
け
て
お
ら
ず
、
文
禄
年
間
に
至
っ
て
も
な
お
土
地
評



価
街
と
し
て
の
「
古
銭
辻
」
を
基
準
と
す
る
年
貢
銭
約
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

(
和
椚
)

で
は
古
銭
額
の
「
わ
り
」
換
算
の
も
と
、
流
通
銭
「
鍛
」
　
に
よ
る
収
納
が
は
た
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

註
川
　
松
浦
氏
前
掲
論
文

榊
　
「
天
野
毛
利
文
書
」
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』
所
収
)

川
　
朝
鮮
出
兵
開
始
直
後
の
天
正
廿
年
八
月
に
秀
吉
は
、
京
都
・
大
坂
か
ら
肥
前

名
護
屋
ま
で
の
次
舟
・
次
夫
・
次
馬
の
整
備
を
お
こ
な
っ
て
1
お
り
、
海
陸
の
交

通
拠
点
の
各
奉
行
に
「
精
銭
百
賞
文
」
を
渡
付
し
て
公
用
輸
送
の
円
滑
化
を
は

か
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
各
種
の
賃
銀
は
「
精
銭
」
　
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
付
帯
文
言
と
し
て
「
但
、
奉
行
相
紛
悪
銭
を
遣
惧
ハ
ゝ
、
御
定
の
こ

と
く
何
銭
に
て
も
増
を
入
可
請
取
事
」
と
あ
り
、
当
時
の
貨
幣
通
用
の
〓
柄
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
(
「
巻
子
本
厳
島
文
書
」
　
八
九
・
九
〇
号
(
『
広
島

県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
m
』
所
収
)
、
『
萩
藩
閥
閲
録
遺
漏
』
巻
三
の
三

「
都
濃
那
花
岡
地
蔵
院
什
書
」
　
)
。

聞
　
『
防
長
寺
社
証
文
』
惣
社
八
幡
一
九
号
・
祇
園
五
号
・
周
防
国
分
寺
六
〇
号
・

天
満
宮
杜
僧
大
専
坊
四
五
号

囚
　
「
渋
谷
文
書
」
　
(
渋
谷
辰
男
氏
所
蔵
)
　
五
七
号
、
「
三
宅
文
書
」
　
二
号
、

「
三
吉
文
書
」
　
五
号
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
』
所
収
)

㈲
　
惣
国
検
地
の
際
、
畠
地
の
分
銭
を
「
ち
ゃ
ん
」
と
記
し
た
も
の
が
確
認
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
天
正
十
七
年
厳
島
社
領
周
防
国
玖
珂
郡
山
代
検
見
帳
(
「
野

坂
文
書
」
　
五
二
号
)
。

聞
　
天
正
十
六
年
の
周
防
国
大
滝
村
田
畠
帳
(
『
大
竹
市
史
　
史
料
編
第
二
巻
』

所
収
)
　
で
は
、
畠
地
の
分
銭
が
す
で
に
「
鍛
」
　
で
示
さ
れ
て
お
り
、
「
鍛
」
　
の

採
用
は
惣
国
検
地
の
初
期
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、

天
正
十
三
年
七
月
廿
七
日
付
備
後
国
晶
治
郡
岩
成
荘
打
渡
坪
付
(
「
渋
谷
文
書
」

五
七
号
(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
』
所
収
)
)
　
と
同
十
五
年
九
月

廿
八
日
付
備
後
国
上
御
領
内
給
地
打
渡
坪
付
(
「
三
戸
文
書
」
　
(
『
防
長
風
土

注
進
案
1
1
　
徳
地
宰
判
』
所
収
)
)
　
と
は
、
備
後
国
で
部
分
的
に
実
施
さ
れ
た

89

.
q
l回国

検
地
が
畠
の
分
銭
に
永
楽
銭
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
き
わ
め
て
貴
重
な

史
料
で
あ
る
。
そ
の
背
景
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
惣
国
検
地
の
実
施
直

前
ま
で
基
準
銭
の
摸
索
が
な
さ
れ
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

「
渋
谷
文
書
」

「
厳
島
野
坂
文
書
」
　
二
一
九
八
号

「
鍛
」
が
特
定
の
一
種
類
の
貨
幣
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
数
種
の
貨
幣
を

ま
と
め
て
称
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
管
見
に
よ
れ
ば
、

「
鍛
」
の
初
見
は
天
正
五
年
十
一
月
三
霊
備
中
国
に
お
け
る
段
鎧
納
奇
史

料
(
「
備
中
　
吉
備
津
神
社
文
書
」
　
(
『
岡
山
県
古
文
書
集
　
第
二
輯
』
所
収
)
)

で
あ
る
。
一
種
類
の
特
定
貨
幣
が
こ
の
時
期
に
大
量
に
日
本
に
流
入
し
た
状
況

は
想
定
し
に
く
い
の
で
、
数
種
の
貨
幣
を
ま
と
め
て
「
鍛
」
と
称
し
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

加
藤
益
幹
氏
「
戦
国
・
織
豊
期
毛
利
氏
の
『
石
貫
』
制
に
つ
い
て
」
　
(
『
史

学
雑
誌
』
八
六
-
二
一
八
一
九
七
八
年
)
)

「
益
田
文
書
」
第
三
十
四

)94(

㈹
　
宝
月
圭
吾
氏
『
中
世
量
制
史
の
研
究
』
(
一
九
六
一
年
)

両
　
天
正
十
七
年
十
二
月
八
日
付
轢
木
次
右
衛
門
尉
宛
長
門
国
美
祢
郡
青
景
郷
打

渡
坪
付
に
「
畠
数
五
段
　
代
五
百
六
十
文
　
米
ニ
/
　
三
斗
三
升
六
合
　
質
別

拍㈹
相
朝
宛
」
と
あ
る
(
下
関
市
住
吉
神
社
「
礫
木
家
文
書
」
)
。

天
正
廿
年
九
月
四
日
付
右
衛
門
尉
初
穂
寄
進
状
(
「
堀
江
文
書
」
一
四
号

(
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
』
所
収
)
)
　
な
ど
。

惣
国
検
地
で
は
、
当
初
か
ら
一
石
=
一
貫
の
換
算
が
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
周
防
国
で
は
貫
別
六
斗
、
長
門
国
で
は
貫
別
五
斗
な
い
し
は
六
斗
の
算

定
方
式
が
採
ら
れ
て
お
り
、
本
来
地
域
的
な
差
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
最
終
的
に
は
一
石
=
一
貫
の
換
算
で
数
値
の
修

正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
文
書
の
う
え
で
も
確
認
で
き
、
惣
国
検
地
の
終
了

段
階
で
は
統
一
基
準
に
よ
る
領
国
内
所
領
の
数
量
的
把
握
の
実
現
を
み
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
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惣
国
検
地
以
後
の
桝
の
史
料
と
し
て
は
、
厳
島
社
に
対
す
る
供
米
や
神
田
内

(盤)

枚
の
結
果
の
年
貢
米
な
ど
の
表
示
に
「
京
舛
」
　
の
使
用
が
確
認
さ
れ
る
。

川
岡
勉
氏
は
、
大
内
氏
が
年
貢
収
納
桝
の
基
準
統
一
を
背
景
と
し
た
一
石
=

一
貫
の
換
算
率
の
設
定
に
よ
っ
て
、
と
も
か
く
分
国
全
体
に
わ
た
る
統
一
的
な

知
行
制
を
展
開
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
　
(
同
氏
「
中
世
後
期
の
貿
高
制
と

『
石
高
制
』
」
　
(
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
一
二
号
、
一
九
八
六
年
)
三
九
頁
)
。

と
す
る
な
ら
ば
、
全
領
国
規
模
で
の
統
一
的
な
知
行
制
・
軍
役
体
系
の
確
立
は

大
内
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
指
向
さ
れ
、
そ
の
一
応
の
成
果
を
毛
利
氏
が
受
け
つ

ぎ
、
豊
臣
政
権
下
に
お
い
て
達
成
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
龍
福
寺
」
　
(
『
防
長
寺
社
証
文
』
所
収
)

「
善
福
寺
文
書
」
　
(
『
防
長
風
土
注
進
案
1
3
　
山
口
宰
判
下
』
所
収
)

「
厳
島
野
坂
文
書
」
一
五
八
九
号

「
野
坂
文
書
」
一
四
八
号
用

「
贈
村
山
家
証
文
」
　
二
号
、
伊
勢
神
宮
神
領
覚
書

「
贈
村
山
家
証
文
」
一
号
、
伊
勢
神
宮
神
領
覚
書

「
村
山
証
文
」
　
五
号
、
毛
利
氏
奉
行
人
連
署
伊
勢
神
領
打
渡
状
(
『
広
島
県

史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』
所
収
)

畠
分
銭
に
「
古
銭
」
を
用
い
た
例
と
し
て
は
、
天
正
十
四
年
十
一
月
二
日
付

沼
間
田
民
部
丞
寺
領
引
渡
状
(
『
愛
媛
県
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中
世
』
所
収

「
大
洲
旧
記
1
0
　
上
吾
川
村
」
)
を
は
じ
め
と
す
る
伊
予
国
に
お
け
る
「
分
銭

古
」
　
と
、
同
十
六
年
十
一
月
廿
一
日
付
宗
像
社
家
分
弐
百
町
田
畠
辻
(
「
宗
像

d
q
.
け
r

d
司
.

わ
ー
1

.
q
h
r

「
村
上
家
文
書
」
　
(
山
口
県
文
書
館
所
蔵
)
、
岸
田
裕
之
氏
の
御
教
示
に
よ

る
。
「
村
上
家
文
書
」

「
俊
成
文
書
」
(
『
愛
媛
県
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中
世
』
所
収
)
天
正
十
二

年
十
月
六
日
付
俊
成
左
京
進
宛
村
上
武
書
宛
行
状
で
は
、
「
一
所
　
忽
都
島
俊

成
名
、
壱
貰
二
百
五
十
文
」
と
あ
り
、
俊
成
氏
は
忽
郡
島
俊
成
名
を
本
拠
と
す

る
能
島
村
上
氏
の
家
臣
と
推
測
さ
れ
る
。

d
H
リ
.
P
r

神
虻
文
睾
)
や
同
十
九
年
十
二
月
廿
日
付
糟
屋
郡
穂
波
郡
弐
百
石
賦
打
渡
状

(
『
萩
藩
閥
閲
録
遺
漏
』
巻
二
の
二
　
国
貞
平
左
街
門
)
　
な
ど
の
筑
前
国
に
お

け
る
「
分
古
銭
」
　
(
「
分
銭
古
」
)
　
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

は
、
天
正
十
三
年
に
伊
予
国
を
、
同
十
五
年
に
筑
前
国
を
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ

た
小
早
川
隆
景
が
現
状
把
捉
を
主
眼
と
し
て
新
知
行
地
に
対
し
て
実
施
し
た
、

「
指
出
」
を
基
本
と
す
る
検
地
方
式
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

天
正
十
九
年
十
一
月
廿
四
日
付
洞
松
寺
領
打
渡
坪
付
(
『
岡
山
県
古
文
書
集

第
一
輯
』
所
収
「
洞
松
寺
文
書
」
　
)
、
秋
山
仲
隆
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

以
上
、
大
内
氏
の
事
例
を
ふ
ま
え
、
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
貨
幣
政
策
に
つ
い
て
、

豊
臣
期
に
至
る
ま
で
三
幸
に
わ
た
っ
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
明
ら
か
に
し
た
諸
事

実
を
い
ま
一
度
整
理
す
る
と
と
も
に
、
近
世
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に

戦
国
大
名
研
究
へ
の
さ
さ
や
か
な
提
言
を
お
こ
な
っ
て
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た

い
。大
内
氏
の
貨
幣
政
策
は
、
領
国
内
で
の
円
滑
な
貨
幣
流
通
を
優
先
と
し
た
揆
銭
禁

止
を
そ
の
基
調
と
し
て
お
り
、
「
掟
書
」
　
に
見
ら
れ
る
悪
銭
で
の
売
買
禁
止
や
括
銭
・

悪
銭
混
用
率
の
設
定
は
、
領
国
支
配
の
見
地
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
大
内
氏
は
、
大
名
財
政
の
見
地
か
ら
精
銭
獲
得
に
も
積
極
的
で
、

そ
の
需
要
の
一
つ
に
遠
隔
地
交
易
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
代
、
基
準
銭
で
あ

.

る
「
清
銭
」
　
で
見
積
も
ら
れ
た
「
活
銭
」
街
が
貨
幣
通
用
の
う
え
で
の
基
準
額
と
し

て
成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
が
大
内
氏
は
も
と
よ
り
、
の
ち
の
毛
利
氏
の
領
国
支
配
に

と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

毛
利
氏
は
、
領
国
拡
大
に
伴
う
新
占
領
地
の
支
配
を
先
行
権
力
の
支
配
方
式
に
則

る
こ
と
を
施
政
方
針
と
し
た
が
、
同
様
に
貨
幣
感
な
ど
数
値
的
な
も
の
も
前
代
す
で

に
成
立
し
て
い
た
基
準
額
を
「
古
銭
」
額
と
し
て
継
承
し
、
領
国
支
配
を
進
め
て
ゆ

く
う
え
で
の
基
礎
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
毛
利
氏
領
国
内
の
継
承
基
準
感
が
存
在

し
た
地
域
で
は
、
そ
の
「
古
銭
」
額
と
そ
れ
に
相
当
す
る
通
用
貨
幣
で
の
「
当
料
」

積
と
が
併
存
し
て
い
た
は
ず
で
、
大
名
権
力
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
下
の
諸
階
層
の

)05(



人
々
も
当
然
こ
れ
に
直
面
し
、
日
常
生
活
の
中
で
関
与
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
毛
利
氏
と
し
て
は
、
継
承
基
準
頂
と
し
て
の
「
古
銭
」
節

を
把
握
し
て
領
国
支
配
を
進
め
る
と
と
も
に
、
「
当
料
」
積
へ
の
換
算
率
「
和
利
」

の
最
終
決
定
権
を
振
る
こ
と
に
よ
っ
て
領
国
の
公
儀
た
り
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
も

毛
利
氏
に
お
い
て
は
、
撲
銭
の
禁
止
や
精
銭
・
悪
銭
混
用
率
の
設
定
、
も
し
く
は
段

銭
の
精
銭
納
灰
血
と
い
っ
た
流
通
貨
幣
そ
の
も
の
に
対
す
る
政
策
の
実
施
事
例
を
現

在
の
と
こ
ろ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
内
氏
や
後
北
条
氏
と

只
な
り
毛
利
氏
は
、
流
通
貨
幣
そ
の
も
の
よ
り
も
む
し
ろ
貨
幣
額
の
数
値
に
主
要
な

関
心
を
払
い
、
価
値
変
化
に
応
じ
た
政
策
を
と
っ
た
点
に
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
更
に
、
大
内
氏
時
代
と
異
な
る
状
況
と
し
て
毛
利
氏
時
代
に
は
、
銀
貨

幣
の
広
範
な
流
通
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
今
後
解
明
す
べ
き
検
討
課
題
で
あ
る
が
、

毛
利
氏
の
財
政
中
に
占
め
る
割
合
の
高
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
貨
幣
政
策
に

も
重
要
な
影
響
を
与
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
頂
国
内
の
諸
地
域
に
お
け
る
基
準
績
は
、
貰
高
も
含
め
て
そ
れ

ぞ
れ
が
地
域
的
特
性
を
持
ち
、
成
立
事
情
も
歴
史
的
に
異
な
る
本
来
個
別
の
も
の
で

あ
り
、
い
わ
ば
不
均
質
な
基
準
街
の
併
存
が
そ
の
実
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

直
接
に
介
入
で
き
な
い
国
衆
頂
も
含
め
て
、
大
名
権
力
が
領
国
規
模
で
の
統
一
的
な

知
行
制
お
よ
び
軍
役
体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
何
を
お
い
て
も
ま
ず
統
一
基
準

の
設
定
と
そ
れ
に
よ
る
領
国
内
所
領
の
数
是
的
把
捉
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

天
正
の
惣
国
検
地
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
要
請
の
も
と
に
毛
利
氏
が
領
国
規
模
で

実
施
し
た
重
要
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
成
果

が
あ
る
が
、
更
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
惣
国
検
地
は
基
準
銭
「
鍛
」
　
と
基
準
桝

「
京
桝
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「
石
質
」
制
の
採
用
の
も
と
、
固
定
基
準
額
の
有
無

に
か
か
わ
り
な
く
、
領
国
内
の
所
領
を
統
一
基
準
で
掌
超
し
た
点
に
重
要
な
意
義
が

あ
り
、
こ
こ
に
毛
利
氏
は
領
国
規
模
で
の
統
一
的
な
知
行
制
お
よ
び
軍
役
体
系
を
確

立
し
え
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
毛
利
氏
領
国
の
内
部
に
は
惣
国
検
地
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
地
域
も
あ
り
、
そ
の
代
表
例
が
備
中
国
小
田
郡
神
島
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
土
地
評
価
と
し
て
の
「
古
銭
辻
」
　
を
基
準
と
す
る
年
貢
銭
約
の
形

態
が
文
禄
年
間
に
も
見
ら
れ
、
「
古
銭
」
額
の
「
わ
り
」
換
算
の
も
と
、
流
通
銭

「
鍛
」
　
に
よ
る
収
納
が
は
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
後
毛
利
氏
は
、
慶
長
年
間
に
い
わ
ゆ
る
兼
重
・
蔵
田
検
地
を
や
は
り

領
国
規
模
で
実
施
し
、
一
反
=
三
〇
〇
歩
制
を
採
用
し
た
ほ
か
、
島
地
だ
け
で
な
く

星
敷
地
に
も
分
銭
を
付
す
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
関
ケ
原
の
合
戦
後
の
防
長
移
封

に
よ
っ
て
毛
利
氏
領
国
は
事
実
上
崩
壊
し
、
そ
の
後
各
地
で
は
新
た
に
近
世
検
地
が

実
施
さ
れ
、
島
地
・
昆
敷
地
に
は
分
米
が
付
さ
れ
、
こ
こ
に
近
世
石
高
制
が
成
立
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
鍛
」
　
の
基
準
銭
と
し
て
の
役
割
も
結
局
は
短
期
間
に
終
わ
っ

た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
惣
国
検
地
が
初
め
て
の
統
一
基
準
か
設
定

と
そ
の
基
準
の
も
と
で
の
領
国
内
所
領
の
数
量
的
把
捉
と
い
う
重
要
な
意
義
を
持
つ

以
上
、
「
鍛
」
　
の
は
た
し
た
歴
史
的
な
役
割
も
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
る
の
で
為
る
。

そ
れ
で
は
、
近
世
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
惣
国
検
地
で

「
鍛
」
・
「
京
桝
」
が
採
用
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
統
一
基
準
設

定
の
た
め
で
あ
り
、
毛
利
氏
に
よ
る
公
定
貨
幣
や
公
定
桝
の
制
度
化
を
意
味
す
る
も

の
で
は
決
し
て
な
い
。
寛
文
九
年
二
六
六
九
)
　
に
江
戸
幕
府
に
よ
る
量
制
の
統
一

を
見
る
ま
で
は
、
全
国
に
お
い
て
種
々
の
桝
が
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
幕
府
に

よ
る
金
・
銀
・
鋼
の
三
貨
統
一
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
種
々
雑
多
な
貨
幣
が
依
然

流
通
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
西
国
に
お
い
て
顕

著
に
確
認
で
き
る
、
あ
る
一
定
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

銀
貨
幣
使
用
の
一
般
化
で
あ
り
、
特
に
慶
長
年
間
を
境
に
市
町
の
地
料
銭
な
ど
に
お

い
て
銀
貨
幣
で
の
収
納
が
目
立
ち
始
め
、
基
準
貨
幣
と
し
て
も
利
用
さ
れ
始
め
た
様

(
1
)

子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
近
世
初
期
の
貨
幣
流
通
に
つ
い
て
は
今
後
更
に
明
ら
か
に
し
て
ゆ
か
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
年
代
不
明
な
が
ら
そ
の
一
端
を
示
す
史
料
が
「
石
見
吉
川
家
文
書
」

(
2
)

の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。

)15(

一
銀
子
祢
ハ
鍛
壱
貫
二
上
ハ
七
匁
、
中
下
ハ
可
有
其
校
了
、

一
鍛
よ
る
ま
し
き
事
、
但
南
京
・
わ
れ
銭
ハ
よ
る
へ
し
、

定(わ)

へ

l

、



付
仁
義
礼
共
二
南
京
禁
制
之
事
、

一
番
匠
作
料
之
事
、
銀
子
八
分
、

(
後
略
)

重
要
な
の
は
、
最
初
の
二
箇
条
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
箇
条
め
で
は
「
銀
子
」

と
「
鍛
」
　
の
換
算
規
定
を
示
し
、
二
箇
条
め
で
は
「
鍛
」
　
の
使
用
(
撰
銭
禁
止
)
　
と

「
南
京
」
・
「
わ
れ
銭
」
　
の
使
用
禁
止
(
撰
銭
)
　
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
毛
利
氏
時
代
に
流
通
貨
幣
と
し
て
幅
を
き
か
せ
て
い
た

南
京
銭
も
、
近
世
に
入
る
と
次
第
に
排
除
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
り
、
銀
貨
幣
と
鍛

が
一
定
の
換
算
率
の
も
と
で
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
で
毛
利
氏
領
国
に
お
け
る
基
準
銭
と
流
通
銭
に
つ
い
て
の
考
察
を
終

え
る
こ
と
に
し
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
名
領
国
に
お
け
る
貨
幣
流
通
や
戦
国

大
名
の
そ
れ
へ
の
対
応
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
大
名
領
国
の
経
済
構
造
や
戦
国
大
名

の
経
済
政
策
を
解
明
す
る
う
え
で
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
貨
幣
額
の
数

値
や
そ
の
価
値
変
化
に
つ
い
て
は
、
流
通
経
済
を
考
え
て
ゆ
く
う
え
で
そ
れ
ら
が
き

わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
良
い
ほ

ど
、
関
心
を
持
た
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
注
目
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
固
定
基
準
額
の
存
在
を
指
摘
し
、
戦
国
大
名
毛
利
氏
が
ひ
と
ま
ず
そ
れ

ハ

ら
を
個
別
に
掌
握
し
て
領
国
支
配
を
進
め
、
更
に
そ
れ
ら
基
準
琴
の
均
質
化
を
図
り

な
が
ら
統
一
的
な
知
行
制
お
よ
び
軍
役
体
系
を
確
立
し
て
ゆ
く
と
い
っ
た
、
権
力
強

化
の
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
え
た
の
で
あ
る
。

漣
の
結
果
、
毛
利
氏
領
国
は
、
や
は
ケ
不
均
質
な
基
準
額
に
代
表
さ
れ
る
不
均
質

`

な
所
領
の
構
成
体
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
領

国
規
模
で
貫
高
制
を
展
開
さ
せ
、
在
地
掌
握
も
か
な
り
進
ん
で
い
た
と
い
う
印
象
を

受
け
る
東
国
の
戦
国
大
名
領
国
の
場
合
と
は
、
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
毛
利
氏
の
権
力
が
脆
弱
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
も
そ
も
西
国
は
、
荘
園
・
公
領
制
が
順
調
に
展
開
し
↓
　
そ
の
限
強
い
残
存
の

う
え
に
、
守
護
や
国
人
領
主
に
よ
る
領
主
的
支
配
も
ま
た
幅
広
く
展
開
し
た
地
域
で

あ
っ
て
、
戦
国
期
の
西
国
は
独
自
性
の
強
い
様
々
な
性
格
の
所
鎖
が
渾
然
一
体
と
な
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
地
域
を
領
国
内
に
抱
え
こ
む

こ
と
に
な
っ
た
毛
利
氏
に
と
っ
て
、
相
つ
ぐ
戦
乱
の
な
か
、
短
期
間
の
う
ち
に
統
一

的
な
知
行
制
や
軍
役
体
系
を
確
立
す
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
的
特
性
に
応
じ
た
個
別
の
支
配
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
毛
利
氏
に
と
っ
て
の

宿
命
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
.

。

と
す
る
な
ら
ば
、
毛
利
氏
の
研
究
は
、
領
国
支
配
の
未
熟
性
と
い
う
視
点
か
ら
で

は
な
く
、
不
均
質
な
領
国
内
諸
地
域
に
対
し
て
い
か
な
る
政
策
を
実
施
し
、
統
一
化

へ
の
指
向
性
が
ど
こ
に
あ
り
、
い
か
に
そ
の
努
力
が
払
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
、

豊
臣
期
に
至
る
ま
で
段
階
的
に
、
か
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
毛
利
氏
以
外
の
西
国
大
名
で
も
同
様
の
こ
と
が
言

え
る
で
あ
ろ
う
し
、
東
国
大
名
に
お
い
て
も
領
国
内
諸
地
域
の
構
造
的
偏
差
性
に
注

目
し
、
強
い
と
さ
れ
る
そ
の
領
国
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
視
角
の
中
に
こ
そ
、
戦
国
大
名
の
権
力
と
し
て

の
独
自
性
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
解
明
し
て
ゆ
く
た
め
の
糸
口
が
あ
る
も
の
と
信
ず

る
の
で
あ
る
。

註
用
た
と
え
ば
、
厳
島
社
社
家
内
侍
祝
老
臣
敷
井
地
銭
等
付
立
(
「
野
坂
文
書
」

一
七
〇
号
)
。

聞
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
五
〇
号
。
な
お
、
『
大
日
本
古
文
書
』
の
註
に
は

「
コ
ノ
文
書
ハ
、
影
写
本
ノ
筆
績
ヨ
リ
推
ス
ニ
江
戸
時
代
初
期
ノ
モ
ノ
ナ
ラ
ソ
」

と
あ
る
。

[
付
記
]

本
稿
は
、
広
島
大
学
大
学
院
在
学
中
、
中
世
史
演
習
に
お
い
て
「
毛
利
銃
国
の
経

済
構
造
」
と
題
し
て
お
こ
な
っ
た
報
告
を
基
に
し
て
お
り
、
そ
の
要
旨
は
一
九
八
八

年
度
広
島
史
学
研
究
会
大
会
日
本
史
部
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。
な
お
、
使
用
し
た

史
料
の
一
部
は
、
岸
田
裕
之
先
生
が
進
め
て
お
ら
れ
る
中
国
地
方
を
中
心
と
す
る
大

名
領
国
の
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
の
成
果
で
あ
る
。
先
生
に
は
、
学
舎
を
離
れ
た

い
ま
も
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
与
っ
て
い
る
。
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て

)25(



も
懇
切
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
そ
の
学
恩
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

二
九
九
〇
年
五
月
十
四
日
)

福
岡
市
博
物
館
学
芸
員
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Standard Coin and Circulating Coin in the Domain

of M百ri - shi毛利氏

by Hiroyuki Honda

In this essay, the author attempts to clarify the monetary policy and features of domain

- governing of Mori - shi毛利氏in the Sengoku戦国period, by taking notice of the

kind of coin and numeral value of itself, and reexamine the historical meaning of Sokoku

r Kenchi惣国検地　a whole domain land survey, at the Tensho天正period.

The monetary policy of Ouchi - shi大内氏was prohibition of Erizeni撰銭, a selecting

refined coins, in the domain, while he personally exerted himself to acquire Seisen

精銭　refined coins, and so it was confirmed that he used them in the distant trade. And

at the same ages, the sums of "Seisen"「精銭」 which was estimated by the *Seisen", had

already come into existence as the standard sums, and they played the important role of

domain - governing not only for Ouchi - shi but also for Mori - shi.

Mori - shi had the basic policy that he followed the former powers on governing the

new occupied domain. Similarly has he succeeded to the standard sums which had already

come into existence in the former ages, as the sums of "Kosen 〃「古銭」 , and used them

as a basis of domain - governing. But, these standard sums were primarily several ones

which had their own local features and different reasons of birth, so the actual state was

the coexistence of uneven standard sums, as it were.

Therefore, Sokoku - Kenchi which Mori - shi has carried out in whole domain - wide

with this historical background, was important policy. That is to say, at this Kenchi has

Mori - shi adopted "Kokkan〃「石質」 system which was composed of the standard coin

やChan"「鍛」 and the standard measureやKyomasu*「京桝」 , and materialized the quantitative

grasp of lands by the unitary standard for the first time. In this way, has Mori - shi

finally established the unitary Chigyo知行system and Gunyaku軍役system in whole

domain - wide.
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